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第１章 はじめに 

 計画の背景と目的 
気候変動に伴う気象災害の多発への対応や生物多様性の保全など、地球規模の環境問題が取り上

げられる現在、私たちの住む都市を利便性だけでなく、自然と調和した快適で豊かな生活空間にし

ていくことが重要となっています。また、少子高齢化、情報化をはじめとする社会の急激な変化に

より、人々は物の豊かさから心の豊かさを重視するようになり、緑のもたらす潤いや安らぎの効果

がますます求められています。 

春日市ではこれまで、宅地開発によって自然の緑は減少したものの、公園や街路樹、住宅などの

新たな緑の創出に努め、「緑豊かな都市」をつくりあげてきました。しかし、今後、人口の推移が安

定期を迎え、少子高齢化、低成長時代が続くと予測される中で、これらの緑をいかに守り育ててい

くのかが大きな課題です。 

そのため、本計画の上位計画である第６次春日市総合計画では、『住みよさ実感都市かすが～つな

がる はぐくむ 支え合う～』を 10 年後の目指す将来都市像として示し、その実現のための理念と

して、「誰もが住み続けたいと思えるまちづくり」、「みんなが活躍する協働のまちづくり」、「未来へ

つなげるまちづくり」を定めています。 

 また、春日市都市計画マスタープランでは、魅力ある住環境形成に向け、歴史文化や水辺などの

地域特性を活用した公園・緑地空間の魅力向上とともに、地域ニーズに対応した再整備など、緑の

質の向上を図るとしています。さらに、自然資源と歴史的資源を一体的に活用し、水や緑と歴史の

豊かさが実感できるまちづくりを進めることとしています。 

「緑の基本計画」は、これらの計画に基づき、緑の視点でさまざまな方策を策定するものです。 
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 緑の基本計画とは 

２－１ 緑の基本計画制度 

「緑の基本計画」とは、都市緑地法第４条に規定された「市町村の緑地の保全及び緑化の推進に

関する基本計画」のことであり、都市の「緑」全般に関する計画として市町村が市民の意見を反映

しながら策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 計画の対象 

「緑の基本計画」が対象とする「緑地」は、都市緑地法第３条に「樹林地、草地、水辺地、岩石

地若しくはその状況がこれらに類する土地（農地であるものを含む。）が、単独で若しくは一体とな

って、又はこれらに隣接する土地がこれらと一体となって、良好な自然的環境を形成しているもの」

とされていますが、特に範囲に限定はありません。 

本計画では、都市公園の整備や特別緑地保全地区の指定など都市計画法に基づく諸制度の活用の

みならず、道路、河川、ため池、学校などの公共施設や市民、企業などの所有する民有地の緑化、

さらには緑化意識の普及啓発などソフト面の施策も含めた計画としています。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ対象とする緑 

道路・公共施設の緑化 

ため池・河川等の水面 

農地・山林 

公園等のｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ 宅地の緑化 

春日市緑の基本計画 

緑の目標・方針 

・基本理念・方針 

・緑地の保全及び緑化の目標 

緑の施策 

・緑地の保全及び緑化に向けた施策 

・都市公園の整備及び管理の方針 等 

市民・民間企業・行政の協働による総合的な取組 
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２－３ 緑の基本計画に関する法律等の改正状況 

公園・緑地等のオープンスペースは、良好な景観や環境、にぎわいの創出等、潤いのある豊かな

都市をつくる上で欠かせないものです。また、災害時の避難場所としての役割も担っています。都

市内の農地も、近年、市民が身近に自然と親しめる空間として評価が高まっています。 

このように、様々な役割を担っている都市の緑空間を、民間の知恵や活力をできる限り活かしな

がら保全・活用していくため、平成 29 年に都市緑地法等の一部が改正されました。 

 

 

  

図 都市緑地法等の改正概要（国土交通省資料） 
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２－４ 春日市緑の基本計画について 

２-４-１ 位置づけ 

「緑の基本計画」は、環境基本計画との調和が保たれ、かつ、市町村の基本構想となる市の総合

計画に即し、都市計画マスタープラン（都市計画法）に適合するものとされています。 

■春日市緑の基本計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-４-２ 目標年度 

春日市緑の基本計画では、その位置づけから春日市

総合計画や都市計画マスタープランと整合性を持た

せ、基準年度を令和２年度、中間年度を 10 年経過後

の令和 12 年度、目標年度を令和 22 年度とします。 

２-４-３ 計画策定のしくみ 

「緑の基本計画」は、都市環境の向上のためにはあらゆる緑やオープンスペースの保全・創出が

不可欠であり、市民・民間企業と行政の共同作業、行政内部の連携が求められるとの観点から、公

表が義務づけられるとともに市民をはじめとする関係者の意見を反映した内容である必要がありま

す。 

このため、本計画では、下記に示す策定の組織を設けるとともに、市民アンケート調査などによ

り幅広い意見を集約しながら策定しました。 

■春日市緑の基本計画策定の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準年度   令和 2年（2020年）度 

中間年度   令和 12年（2030年）度 

目標年度   令和 22年（2040年）度 

市

民 

 

 ・都市整備部長 

・関係所管各課長 
・学識経験者 

・市民代表 等 

・都市計画課 

・コンサルタント 

検討委員会 

 

専門委員会 

 

事務局 

庁内各組織の連絡調整 専門的立場からの意見 

 

庶務 

意見のとりまとめ 

全体調整 

情報提供 

問題提起 

・意見 

 

計画に基づく官民連携の取組 
 ・自然環境の保全 

・都市公園の整備 
 ・公共施設、住宅等の緑化 
 ・ボランティア緑化活動 等 

環境基本計画 緑の基本計画 

第６次総合計画 

市町村の都市計画の 

基本的な方針 

（都市計画マスタープラン） 
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 策定のポイント 

３－１ 都市公園や緑地の効率的・効果的な維持管理・再整備等 

春日市緑の基本計画は当初計画から 20 年が経過し、これまで多くの都市公園等が整備されてきま

した。春日市の都市公園はその約９割が供用後 30 年以上経過しており、今後は公園ストックの適切

な維持管理を行うことが必要です。 

また、今後少子高齢化が予測される中で、公園の利用者となる子育て世代や高齢者をはじめとし

た市民ニーズに応じた再整備や、既存の緑地・公園等の必要性・役割を適切に見直し、限られた財

源の中で効率的・効果的な緑の確保を図ることが必要です。 

このことから、第２次計画の策定では、都市公園・緑地の状況や市民ニーズを把握し、その管理

や再整備の方針について検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 市民・事業者と連携した緑の確保 

春日市は市域の約９割が宅地化している住宅都市であり、緑の量はこれまで減少傾向にあります。

緑の確保や質の向上に向けては、市民や事業者一人ひとりの行動が不可欠です。これまでも、花苗

の配布や、市民による花だん整備の支援等を行ってきており、緑化推進の取組の更なる拡大に向け

た検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

天神山公園再整備事業完成状況図 年代別の都市公園の供用開始箇所数 

地蔵子緑地（若葉台西地区）の 

ユリを普及するために整備した花だん 

 

白水大池公園の花だん 

春日市の花（ユリ）の普及に協力し
てくれる地域ボランティア団体に
花だんの整備や球根の配布を実施 
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約 9割の公園が 
供用後 30年以上経過 

「市民のつながりを深める憩
いの場」として再整備 
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３－３ 防災性の向上の観点からみた緑の役割 

近年、全国各地で大規模な災害が発生している中、本市においても市民の生命を守る防災・減災

の対策を強化していく必要があります。そのため、災害に対する都市公園や自然環境の役割等を再

認識し、防災性の向上の観点からみた緑の役割について検討します。 

また、本市の緑の特徴の一つであるため池については、貴重な自然環境として保全すべきもので

ある一方、決壊・浸水の可能性もあることも踏まえ、今後の方向性について検討します。 

 

 

  

ため池決壊時のハザードマップ（白水池） 防災訓練での防災ベンチ活用状況 

（若葉台中央公園） 
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第２章 春日市の緑に関わる現況整理 

 上位・関連計画の整理 
第６次春日市総合計画 

■計画期間 令和３年度から令和１2 年度 

■将来都市像 住みよさ実感都市かすが ～つながる はぐくむ 支え合う～ 

■緑の基本計画に関する方策等 

基本目標４ 良好な住環境の中で、安心して快適に暮らせるまち 

【4-4 憩いの空間の整備・維持】 

・施策１：自然環境の保全 

 ①自然の緑の保全 

特別緑地保全地区の維持管理や保存樹木の保護、松枯れ防止対策などを通して、市内に残された貴重

な緑を守るため、自然環境を保全・活用します。 

 ②緑化の推進 

市民が緑と身近にふれあえる場を確保するため、地域住民と協働した緑化の推進を図ります。 

・施策２：公園、緑地の整備 

 ①公園や緑地の維持管理及び再整備 

多くの市民が憩いの場として利用する公園や緑地について、安全確保のために適切な維持管理を行う

とともに、将来の人口動態やニーズに応じた再整備を行い、利用者の利活用促進を図ります。 

 ②公園愛護活動の推進 

地域における自発的な公園愛護活動を推進し、公園の美化と施設の保全を図るとともに、地域住民に

親しまれる公園づくりを進めます。 

・施策３：ため池の保全等 

 ①将来的なため池のあり方の検討 

景観保全、農業用水利用、災害リスクなどの観点から、それぞれのため池の現状を踏まえ、春日市に

おける将来的なため池のあり方を検討していきます。 

 ②ため池周辺の環境維持 

溜池保全地区の植生管理などを通して、ため池とその周辺緑地を保全し、良好な自然環境の維持に努

めます。 
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第２次春日市都市計画マスタープラン 

■計画期間 令和 3 年から令和 22 年度 

■まちづくりの理念 
～福岡で最も「住みよい」都市づくり～ 
人と地域をつなぐ 機能的でこころやすらぐまち かすが 

■緑の基本計画に関する方策等 

まちづくりの目標 

（１）住みたい・住み続けたいと思うまちづくりのために 

①市民が主体となり住みよい環境を創造するまちづくり 

②春日らしさを持ち、潤いと豊かさを実感できるまちづくり 

 ⑤安全に安心して住み続けることができるまちづくり 

（２）多様な世代の需要に対応した住宅の立地誘導のために 

 ④多様な人々のライフスタイルに対応できるまちづくり 

 
 

第３次春日市環境基本計画 

■計画期間 令和 3 年度から令和 12 年度 

■環境都市像 ずっと住み続けたくなる共生のまち かすが～人と生きものがともに暮らす魅力あるまち～ 

■緑の基本計画に関する方策等 

[基本方針１ 貴重な自然・歴史を次世代へつなぐまちづくり] 

【1-1 水と緑あふれるまち】 

・緑化の推進  ・水辺環境の保全 

【1-2 身近な生きものと共生するまち】 

・生物多様性の保全  ・希少な生きものの保全  ・外来種に関する情報発信 

【1-３歴史・文化とふれあうまち】 

・市民との協働・連携による文化財の継承  ・文化財への理解の促進 

・文化財を保存・活用するための環境整備 

[基本方針 5 市民との協働による環境のまちづくり] 

【5-1 環境学習の推進】 

・学校における環境教育の推進  ・地域における環境学習の推進  ・環境に関する情報の発信 

【5-2 環境保全活動の拡大】 

・環境保全活動の支援  ・市民の環境保全活動への参加促進  ・市役所の率先行動 
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 緑をとりまく現況 

２－１ 春日市の概況と緑の変遷 

２-１-１ 春日市の概況 

● 成熟した住宅都市 

春日市は、九州の中枢都市として発展する福岡市の都心から南方約 10 ㎞に位置しています。福岡

市への通勤・通学者の居住地として、昭和 30 年代後半以降急激に市街化が進み、平成８年に人口

10 万人を越え、平成 27 年には約 11 万人となっています。 

市街地の多くは土地区画整理事業や民間の宅地開発によって低層戸建て住宅を中心に計画的に整

備され、公園や上下水道などの基盤施設が整うとともに、教育・文化施設や福祉施設、大規模店舗

の立地が進み、県内でも有数の良好な居住環境を有する住宅都市となっています。 

● 福岡都心と結ばれる交通利便性の高い都市 

 西鉄天神大牟田線やＪＲ鹿児島本線・ＪＲ博多南線の鉄道駅を利用できるとともに、福岡筑紫野線など

の幹線道路が市中央部を南北に縦貫するなど、福岡都心部と直接結ばれる鉄道、道路により春日市は高い

交通利便性を有しています。 

 一方で、慢性的な交通渋滞、住宅地内への通過車両の進入などの問題を抱えているため、都市計画道路

の整備や鉄道の高架化に取り組んでいます。 

● ため池や公園、住宅地の緑豊かな都市 

 春日市は、市の大半が急激に住宅地として開発されたため、本来有

していた丘陵地の自然の緑の大半が一気に失われました。春日市の自

然を特徴づけているため池も、大正 13 年には 84 箇所を数えていま

したが、令和２年現在、19 箇所となっています。 

 しかし、ため池とともに保存されてきた樹林、春日公園や白水大池

公園をはじめとして宅地開発で整備された身近な公園の緑、戸建て住

宅を中心とする住宅地の生垣や庭木の緑が本来の自然の緑にとって

変わり、緑豊かな都市のイメージをつくっています。 

● さまざまな歴史が息づく都市 

 春日市では、須玖岡本遺跡をはじめ主に弥生時代の遺跡が数多く点

在することから、「弥生の里」というイメージをつくっています。 

 西鉄春日原駅周辺は、戦前・戦後を通じて龍神池を中心に舟遊び場

や野球場、競馬場があったことからスポーツ・レクリエーションの拠

点として、さらに朝市の開催など商業の拠点として活況を呈しました。 

 また、広大な原野を利用して軍需工場、後には米軍の駐留基地が置

かれ、現在は、陸上自衛隊や航空自衛隊、春日公園、クローバープラ

ザ、春日市庁舎、九州大学筑紫キャンパス（総合理工学府／研究院）

などの大規模な土地利用がなされています。 

 
■奴国の丘歴史公園 

 
■白水池 
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２-１-２ 緑の変遷 

 

戦前までの春日市は、北東部の西鉄春日原駅周辺の原野が開発されていたほかは、おおむね山林

と農地の広がる純農村でした。 

戦後は、春日原土地区画整理事業で本格的な宅地開発がはじまり、昭和 24 年の福岡筑紫野線開通

によって丘陵地の開発が一気に進んで、多くの山林や農地、ため池が失われました。現在は牛頸川、

諸岡川の２本の河川及び残されたため池や周辺の樹林、鎮守の森、点在する農地などが市街地の貴

重な「自然の緑」となっています。 

一方、春日公園や白水大池公園をはじめとする多くの公園や街路樹が整備され、春日市庁舎や学

校などの公共の緑、生垣や庭木などの民有地の緑などの「新しく創られた緑」も、市域がほぼ宅地

化している現在の春日市の緑の重要な構成要素です。 

 

      （戦前の春日）                （戦後の春日） 

   
      （昭和 40 年代の春日）           （平成 20 年代の春日） 

    
  

図 春日市の緑の変遷 
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（出典：庁内資料） 

  図 春日市航空写真（令和元年 5月撮影） 
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２－２ 自然的土地利用の状況 

２-２-１ 自然的土地利用の動向 

◼ 緑被地・農地・水面などの自然的土地利用は市域の約 14%。 

◼ Ｈ24～Ｈ29にかけて自然的土地利用の割合は微減している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：都市計画基礎調査（平成 24年度、平成 29年度） 

図 土地利用別面積の割合 

春日の森特別緑地保全地区 

●春日市内の自然の緑● 

①樹林地・草地 

樹林地・草地は市内の約 8％を占め、ため池の周辺、航空自衛

隊通信基地周辺や天神山水城跡、須玖岡本遺跡周辺にまとまっ

た樹林が見受けられます。 

これらの山林・樹林のうち、社池周辺の樹林が「春日の森特

別緑地保全地区」に、弥生地区の樹林が「弥生の森特別緑地保

全地区」に指定されています。 

②農地 

牛頸川、諸岡川沿いや上白水から下白水にかけての地域に農

地が残されており、密集した市街地の中でゆとりとうるおいを

与えてくれています。また、これら農地のうち約 1.1ha が市民

農園として利用されています。 

③水面（河川・ため池） 

市内には春日地区を貫流する牛頸川や、諸岡川等の河川が流

れ、これらの河川敷の緑地や水面等は、緑のネットワークとな

る貴重な自然環境です。 

また、本市の平地は河川の氾濫によって水害を被りやすいた

め山麓斜面の湿地を稲作地にするようになり、潅漑用水の確保

のためにため池がつくられてきました。大正時代には 84 箇所、

昭和初期に 61 箇所あったとされますが、現在は 19 箇所です。 

市民農園（下白水） 

春日貯水池 

牛頸川 
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図 緑被分布 

（出典：特別緑地保全地区：都市計画図 

緑被分布：都市計画基礎調査（平成 29年度）） 

※「主に草地」の土地利用区分 

原野・牧野、荒れ地、低湿地、河川敷・河原、海浜、

湖岸、公園・緑地、広場・運動場、墓園 

Ｈ28 福岡県都市計画基礎調査実施要領より 
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２-２-２ 自然の緑を守る・活用する制度と指定状況 

◼ 緑地や樹木、ため池等の自然の緑を保全する制度による地区指定がされている。 

◼ 市内に点在する農地の一部は市民農園としての活用がなされている。 

◼ 保存樹木の本数や溜池保全地区数は前回計画時から減少している。 

 

■自然の緑を守る・活用する制度と指定状況 

区  分 名  称 面積（ha） 指定年月日 備  考 

特別緑地保全地区 春日の森特別緑地保全地区 3.12 H7.3.10 都市緑地法、春日市決定 

弥生の森特別緑地保全地区 0.66 H16.11.25  〃   

計 3.78   

保存樹木 市内計 15 本 ― H31.3.31 現

在 

春日市緑化推進等に関する条例 

※前回計画（Ｈ22）時点は 

計 18 本 

春日市溜池保全地区 盤石池 0.23  S60.6.26 春日市溜池保全条例 

 

※前回計画（Ｈ22）時点は 

計 20 箇所 

上散田池 0.24  

寺田池 3.61  

春日貯水池 5.89  

社池 1.23  

小倉新池 0.81  

須玖新池 3.57  

大牟田池 6.59  

ヒシャテガ浦池 2.09  

白水池 15.27  

中原新池 1.66  

中原中池 1.37  

長添池 1.63  

大丸池 1.33  

重池 0.55  

惣利池 2.62  

池の頭池 0.41  

龍神池 0.30  

西浦新池 1.80  

計（19 箇所） 51.20  

市民農園 計 14 箇所 約 1.1  春日市ＨＰ 

※前回計画（Ｈ22）時点は 

計約 1.1ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

■惣利池                   ■大丸池 

  

（出典：庁内資料） 
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  図 自然の緑を守る・活用する制度の指定状況 

（出典：庁内資料） 
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（参考）自然の緑を守る・活用する制度に関連する条例・要項等 

春日市緑化推進等に関する条例（昭和 49 年 12 月 25 日当初制定） 

同施行規則（昭和 50 年 4 月 1 日当初制定） 

緑豊かな都市景観の形成を図り、健康で文化的な都市生活の確保に寄与することを目的として、

春日市における緑地の保全及び緑化の推進、美観風致の維持に関し必要な事項を定めるもの。 

緑地保全林地区の指定、保存樹林などの指定、緑地協定の締結、公共施設の緑化、地域の緑化、

開発における配慮、開発事業に対する勧告などについて定めており、緑化推進を図る者に対し助成

を行うことができる。 

○緑地保全林地区の指定要件（1,000 ㎡以上で次のいずれかに該当するもの） 

・無秩序な市街化の防止又は公害若しくは災害の防止などのために必要な遮断地帯、緩衝地帯又は

避難地帯として適切な位置、規模及び形態を有するもの。 

・風致又は景観がすぐれており、かつ、当該地域の住民の健全な生活環境を確保するため必要なも

の。 

○保存樹林等の指定要件 

・保存樹木の場合、幹周 1.5ｍ以上又は高さ 15ｍ以上のもの。 

・保存樹林の場合、330 ㎡以上の樹木の集団で、健全かつ美観上特にすぐれているもの。 

○補助金 

・生垣（  樹木単価  ×  1.3 ×本数の 30％以内 ）  

       （樹木の単価×1.3 は、2,000 円を限度とする） 

・特別緑地保全地区、緑地保全林地区、保存樹林所有者の固定資産税、都市計画税相当額の範囲内 

・保存樹木の所有者に対し年間 3,000 円／本  

 

春日市溜池保全条例（昭和 60 年 6 月 26 日当初制定） 同施行規則（昭和 61 年 3 月 25 日当初制定） 

市民の健康で文化的な生活を確保し、公共の福祉に寄与することを目的として、溜池の適正な保

全を総合的に推進すべく必要な事項を定めるもの。溜池保全地区に指定された場合、土地の開発や

宅地の造成、埋立、土石の採取、工作物の設置などの行為について市長の許可が必要。 

○溜池保全地区の指定要件 

・満水面積 1,000 ㎡以上の溜池で、満水面界から水平距離 10m の範囲で特に良好な自然環境を形成

しているもの。 

○助成 

・溜池保全地区の植生を保全する場合は固定資産税及び都市計画税相当額 

・溜池保全地区の緑化を推進する場合は植裁費用の 1／3 以内 

・溜池保全地区の植生が当該溜池保全地区以外の土地等における市民生活を損ない、又は損なうお

それがあり、かつ、その原因の除去が通常行うべき管理では困難であると認められる場合におい

て、当該原因を除去する作業を事業者に請け負わせて行うときにあっては、当該作業に要する費

用の 2 分の 1 の額。（150,000 円を限度） 

【関連】春日市松くい虫防除事業実施要綱（平成 6 年 3 月 31 日当初制定） 

溜池保全地区に生息する松（直径 10cm 以上）に対し、松くい虫防除事業を実施するもの 
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春日市民農園設置要綱（平成 9 年 10 月 8 日当初制定）(平成 19 年 3 月 26 日全部改正) 

市内の農地を、市民がレクリエーションや自家用消費野菜の生産など営利以外の目的で農作

業を体験する市民農園として利用することにより、市民の農業に対する理解と関心を深め、食

育、地産地消、健康の増進及び地域コミュニティの推進を図ることを目的とし、対象農地や利

用契約等を定めるもの。 

○対象農地：次に掲げる要件のいずれにも該当する市内の農地 

(1) 農業者が耕作の事業を営んでいる農地であること。 

(2) 市民農園の設置が 5 年以上可能であること。 

(3) 農地面積が 1 箇所当たりおおむね 5 アールを超えること。 

(4) 区画割りが容易であること。 

(5) 公共の道路に接し、荷物の積み降ろしが容易であること。 

(6) 用排水の管理が適正になされていること。 

(7) 日照が良く、隣接地に影響を及ぼさないこと。 

〇利用契約 

・利用区画は 1 世帯あたり 1 区画、期間は 1 年（更新可）、利用料は 1 区画あたり年額 5,000

円 

〇市の支援等 

・農地の区画割の支援 

・市民農園の空き区画に関する市民への情報提供 

・利用者及び農地所有者に対する、農作物の栽培に関する助言、市民農園の利用又は管理に関

する指導等を行うことができる 

 

その他の条例・要綱等 

・春日市開発行為等整備要綱（平成 9 年 3 月 13 日当初制定） 

・あき地の除草等に関する条例（昭和 46 年 10 月 20 日当初制定） 

・春日市溜池保全基金条例（昭和 60 年 10 月 5 日当初制定） 

・春日市都市緑地保全等基金条例（平成 7 年 12 月 25 日当初制定） 

・春日市環境基本条例（平成 11 年 7 月 1 日当初制定） 
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２-２-３ ため池の管理等の状況 

◼ 約 4分の１のため池（５箇所）で公園化・親水整備等を行っている。 

◼ ため池の貯水容量の調節を行うことで、浸水対策を図っている。 

◼ 一部のため池は農業用水、生活用水として利用されている。 

◼ 多くのため池に公園・緑地が隣接している。 

 

名称 
面積 

(ha) 

貯水 

容量 

(㎡） 

公園化・親水空間 

整備状況 

権利関係 防災関係 利用状況 

所有権者 水利権者 

防災

重点

ため

池 

雨水調整

容量 

農業

用水 

生活 

用水 

盤石池 0.23  1,018 
〇 

(奴国の丘歴史公園) 
水利組合 水利組合     

上散田池 0.24  1,615 
〇 

（上散田公園） 
水利組合 水利組合 ○  ○  

寺田池 3.61  68,363  水利組合 水利組合 ○ 
〇 

13,950 ㎥ 
○  

春日貯水池 5.89  303,073  財務省 
春日那珂川

水道企業団 
   ○ 

社池 1.23  16,585  財産組合  ○    

小倉新池 0.81  22,213  財産組合 水利組合  
〇 

4,900 ㎥ 
  

須玖新池 3.57  66,353  水利組合 
水利組合 

(５地区) 
○ 

〇 

22,000 ㎥ 
○  

大牟田池 6.59  263,455 

〇 

(大牟田池自然公

園) 

財産組合 

水利組合 
(５地区) 

春日那珂川

水道企業団 

○  ○ ○ 

ヒシャテガ浦池 2.09  44,733  財産組合 財産組合 ○  ○  

白水池 15.27  525,383 
〇 

(白水大池公園) 

財産組合・

水利組合 

財産組合 
水利組合 

(２地区) 
○ 

〇 

65,000 ㎥ 
○ ○ 

中原新池 1.66  37,343  財産組合 
財産組合 

水利組合 
○    

中原中池 1.37  90,970  財産組合 財産組合 ○    

長添池 1.63  16,765  春日市   
〇 

16,765 ㎥ 
  

大丸池 1.33  17,730 〇（大丸池公園） 春日市      

重池 0.55  12,735  財産組合  ○    

惣利池 2.62  54,023  財産組合  ○  ○ ○ 

池の頭池 0.41  11,908  

春日大野城 

衛生施設組

合 

水利組合     

龍神池 0.30  2,110  法人 水利組合     

西浦新池 1.80  17,960  財産組合   
〇 

12,840 ㎥ 
  

 
（出典：庁内資料「溜池一覧表」） 
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（出典：庁内資料） 
図 ため池周辺の親水空間・公園・緑地の状況 
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２－３ 都市公園の整備・管理状況 

２-３-１ 都市公園の整備状況 

◼ 都市公園は児童遊園なども含めて 20４箇所・約 94haが整備されている。 

◼ 市民一人当たりの公園面積は約 8.3 ㎡を確保しているが、人口増のため一人当たり面積は若干

減少している（前回計画時は約 8.4㎡）。 

◼ 約 9割の都市公園が 1990年代以前に供用され、供用後 30年以上経過している。 

 

■公園の現況          令和 2年 4月 1日現在 

区  分 
箇所数 面積 (ha) 

市民 1 人当たり 

面積 (㎡/人) 

計画 供用 計画 供用 計画 供用 

都
市
公
園 

住区基幹公園 

街区公園 60 60  14.6 14.6 1.3 1.3  

近隣公園 3 3  3.7 3.7  0.3 0.3  

小計 63 63  18.3 18.3  1.6 1.6  

都市基幹公園 総合公園 2 2  63.4 63.4  5.6 5.6  

特殊公園 風致公園 1 1  4.4 4.4  0.4 0.4  

都市緑地 18 18 3.1 2.9  0.3 0.3  

緑道 2 2 1.1 1.1  0.1 0.1  

都市公園合計 86 86 90.3 90.1  8.0 8.0  

緑地 53 53 0.8 0.8 0.1 0.1  

児童遊園 65 65 3.3 3.3 0.3 0.3  

合計 204 204 94.4 94.2  8.3 8.3  

※児童遊園とは、地方自治法第 244 条の２の規定により、「春日市公の施設の設置及び管理に関する条例」に定

める主に面積 1,000㎡未満の公園です。 

※都市公園とは、都市公園法第２条に規定する、「国及び地方公共団体が都市計画施設として設置する公園緑

地」、「地方公共団体が都市計画区域内に設置する公園緑地」及び「国営公園」です。 

※令和 2年 4月 1日現在、人口は 113,157人  
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年代別の都市公園の供用開始箇所数

（出典：庁内資料） 
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※主な公園名を掲載 

（総）：総合公園 （近）：近隣公園 （街）：街区公園 （風）：風致公園 （緑）：緑道 

（出典：庁内資料） 

図 公園の整備状況 
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●春日市内の主要な公園とその種類● 

 種別 内容 市内の主要な公園 

街
区
基
幹
公
園 

街区公園 もっぱら街区に居住する者の

利用に供することを目的とする

公園。1 箇所当たり面積 0.25ha

を標準として配置する。 

 

近隣公園 主として近隣に居住する者の

利用に供することを目的とする

公園。1 箇所当たり面積 2ha を標

準として配置する。 

 

都
市
基
幹
公
園 

総合公園 市民全般の休息、観賞、散歩、

遊戯、運動等総合的な利用に供す

ることを目的とする公園で都市

規模に応じ 1 箇所当たり面積 10

～50ha を標準として配置する。 

 

緩
衝
緑
地
等 

風致公園 主として風致を亨受すること

を目的とする公園で樹林地、水辺

地等に自然条件に応じ適切に配

置した公園。 

 

都市緑地 主として都市の自然的環境の

保全並びに改善、都市の景観の向

上を図るために設けられている 

緑地。 

 

そ
の
他 

児童遊園 地方自治法第 244 条の 2 の規定

により、「春日市公の施設の設置

及び管理に関する条例」に定める

面積 1,000 ㎡未満の公園。 

 

 

春日公園 

日の出ふれあい公園 

下白水第２公園 

白水大池公園 

紅葉ヶ丘東児童遊園 

四季のみち緑地 

大牟田池自然公園 
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２-３-２ 都市公園の整備・管理等に関する近隣市の状況 

◼ 近隣市（筑紫地区）に比べ、市街地内の一人当たり公園面積が充実している。 

◼ 本市の都市公園の維持管理費は、修繕費を含め年間 2億円超となっている。 
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（出典：筑紫地区公園事業担当者連絡会議資料） 

図 各市の都市公園の状況 

※春日市は修繕費を含む 
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２-３-３ 公園の誘致距離圏 

◼ 市内の大部分は公園の誘致距離圏に含まれている。 

◼ 上白水・下白水地区や若葉台周辺等では誘致距離圏に含まれていない地域がある。一方、公園

の誘致距離が重複する地域もある。 

◼ 公園周辺の人口動態は、市の北西部は人口密度の増加が見込まれる。また、市全体の高齢化が

見込まれる。 

 

  

図 公園の誘致距離圏 

※公園の誘致距離圏は H25に都市公園法施行令の改正により表示が廃止されて

いますが、参考情報として整理しています。 

※都市公園のほか、レクリエーション等に係る公益施設も表示しています。 

（出典：庁内資料） 

公園の誘致距離圏に含まれない地区 
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■参考 公園周辺の人口動態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：国勢調査、国土数値情報 500m メッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）） 
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２-３-４ 公園愛護会の状況 

◼ 市内には 28団体の公園愛護会があるが、愛護会が存在しない自治会区もある。 

◼ 全公園緑地等のうち、愛護会の活動対象となっているのは約 24％。 

◼ 愛護会のある都市公園のうち、半数以上は公民館が隣接又は 100ｍ以内に近接している一方、

愛護会のない都市公園は公民館が近接・隣接している割合が２割以下と少ない。 

■公園愛護会一覧 

番号 自治会 愛護会名称 公園数 児童遊園数 公園名等 

1 光町 光町区緑愛護会 1 0 光公園 

2 日の出町 日の出町第１、第２公園愛護会 2 0 日の出第１公園、日の出第２公園 

3 岡本 岡本公園愛園会 1 0 岡本公園 

4 上白水 春日はな愛護会 1 0 大町緑地 

5 須玖南 須玖南地区公園愛護会 1 0 須玖南公園 

6 惣利 惣利地区緑愛護会 2 0 惣利公園、円入公園 

7 小倉 小倉地区みどり会 3 0 井ノ尻公園、藤波池公園、小倉中央公園 

8 ちくし台 ちくし台愛園会 2 0 ちくし台第１公園、ちくし台第２公園 

9 泉 泉地区公園愛護会 1 2 泉公園、泉東児童遊園、泉西児童遊園 

10 松ヶ丘 松ヶ丘公園愛友会 2 0 松ヶ丘南公園、松ヶ丘北公園 

11 若葉台西 若葉台中央公園愛園会 1 1 若葉台中央公園、雪ヶ浦第１児童遊園 

12 小倉東 小倉東公園やすらぎの会 1 0 小倉東公園 

13 平田台 平田台公園愛園会 2 0 平田台第１公園、平田台第２公園 

14 下白水北 下白水北地区公園愛護会 1 0 下白水第２公園 

15 春日原 春日原地区公園愛護会 1 1 春日原南公園、春日原北第１児童遊園 

16 大土居 春日市大土居地区公園愛護会 2 4 
毛勝親水公園、大土居公園、大土居第２・

第３・第４児童遊園、浦の原児童遊園 

17 天神山 春日市さわやか天神会 1 0 天神山公園 

18 春日原南 春日原南地区ぶどうの会 1 1 春日原南児童遊園、春日原南第２緑地 

19 塚原台 塚原台地区環境愛護会 2 1 
塚原台第１公園、塚原台第２公園、 

塚原台児童遊園 

20 大和町 大和町地区公園愛護会 1 0 大和公園 

21 千歳町 千歳町公園愛護会 1 0 千歳公園 

22 若葉台東 若葉台東地区公園愛護会 0 1 若葉台東児童遊園 

23 桜ヶ丘 桜ヶ丘地区松寿会愛護会 1 0 桜ヶ丘公園 

24 弥生 春日市弥生地区公園愛護会 1 0 弥生公園 

25 宝町 宝町区宝寿会 1 0 宝公園 

26 上白水 春日市上白水公園愛護会 1 0 上白水公園 

27 岡本 岡本５丁目内公園愛園会 2 0 上散田緑地、春日台緑地 

28 岡本 神明緑地公園愛護会 1 0 神明緑地 
  

合  計 37 11   

■公園愛護会未結成地区 

昇町、大谷、白水ヶ丘、白水池、紅葉ヶ丘、須玖北、春日公園、春日、下白水南 

■愛護活動の対象となる施設が存在しない地区 

サン・ビオ 

R2.4.1現在 
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■公園等の愛護会設置状況及び公民館の近接関係 

 

■全公園緑地等のうち、愛護会ありなしの割合 

 

 

 

 

 

 

 

■都市公園と公民館の位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

公園愛護会がある公園             公園愛護会がない公園 

（参考）愛護会活動に関する要綱 

春日市公園愛護活動推進要綱（平成 15 年 3 月 24 日当初制定） 

公園の清掃、除草、樹木の維持管理等について、地域における自発的な愛護活動を推進すること

により、公園の美化と施設の保全を図るとともに、地域の人々に一層親しまれ、愛着をもって活用

される公園としての管理に資することを目的とし、活動の定義や謝金等の支払いについて定めたも

の。 

〇公園愛護活動 

・公園の清掃（月１回以上）及び除草 

・公園樹木の剪定及び消毒 

・公園施設の点検及び連絡 

  

愛護会
あり

愛護会
なし

愛護会
あり

愛護会
なし

愛護会
あり

愛護会
なし

愛護会
あり

愛護会
なし

隣接 13 3 16 0 0 0 1 0 1 14 3 17

100m以内 4 2 6 1 10 11 1 9 10 6 21 27

250m以内 8 13 21 2 22 24 6 17 23 16 52 68

250m以上 7 18 25 2 34 36 3 28 31 12 80 92

32 36 68 5 66 71 11 54 65 48 156 204

都市公園 都市緑地等 児童遊園 全公園緑地等

最寄り公民館への距離 最寄り公民館への距離 
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図 公園と公民館の位置関係 

（出典：庁内資料） 
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２-３-５ 防災の視点から見た公園 

◼ 街区公園は一時避難場所、近隣公園や総合公園等規模の大きい公園は広域避難場所に指定され

ている。 

◼ 一部公園では、防災ベンチが設置されている。 

  

（出典：春日市ＨＰ、庁内資料） 
図 春日市防災マップ 

防災ベンチ設置済公園 
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２－４ 市街地の緑化状況  

２-４-１ 道路の緑 

◼ 市内の 44路線に街路樹が整備され、緑のネットワークを形成している。 

◼ 都市計画道路は整備済み路線延長の 75％で街路樹が整備されている。 

◼ 植栽は高木・中低木等を組み合わせたものとなっている。 

 

■都市計画道路の街路樹整備路線率 

路線数 
総延長 整備済延長 

街路樹整備

路線延長 

街路樹整備

路線率 

(m) (m) (m) (%) 

32 37,501 28,356 21,408 75 

 

 

参考）道路敷地の緑化率 

  

敷地面積 緑化面積 緑化率 

(㎡) (㎡) (%) 

道路 2,200,499 20,740 1 

 

 

  

（出典：都市計画基礎調査、緑化延長はＧＩＳ算出） 

（出典：都市計画基礎調査、緑化面積は庁内資料） 
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■街路樹のある道路一覧 

番

号 
区    分 

面積 高木 中低木 寄植 生垣 芝生 
樹    種 

(㎡） （本） （本） (㎡) (ｍ) (㎡) 

1 日の出 301  20 7 105     サクラ 

2 日の出第２ 245  13 4 161     モチノキ他 

3 須玖南 155  12   129 34    ケヤキ 

4 防火道路 1,973  86 540 588 24    イチョウ、アメリカハナミズキ 

5 福岡女学院線 192  20   21     トウカエデ 

6 千歳 205  96   6     イチョウ、ハナミズキ 

7 福岡筑紫野線 213  99   9     イチョウ 

8 小倉紅葉ヶ丘線 1,367  10   330   805  ケヤキ  

9 
筒 井 小 倉 線                                                                        

（春日駅前ﾛｰﾀﾘｰ含） 
1,218  65 80       クスノキ、ケヤキ他 

10 大谷第１  90  3   183 21    ホルト 

11 大谷第２ 763  18 34 320 2    
サクラ、シラカシ、モッコク、

アラカシ他 

12 泉 61  58         ヤマモモ、クロガネモチ 

13 光町一の谷線 189  285         イチョウ、ケヤキ 

14 泉西 342  29   377     クロガネモチ 

15 白水線第１ 156  62 3 410     ヤマモモ 

16 原田 29      4 9  18  ― 

17 紅葉ヶ丘ロータリー 55  6   84     サクラ 

18 白水線第３ 428  59   301     ヤマモモ 

19 一の谷 143  16         ケヤキ 

20 大土居下の原線 93  10 45 139     ヤマモモ 

21 小倉新池 43  3 49 6     モミジ 

22 春日原駅前 45      4     ― 

23 龍神池 20  6   14     サクラ、シュロ、ニセアカシア 

24 春日原南町 88  11   61     サクラ、キンモクセイ 

25 市役所通り線 435  34   514     ケヤキ 

26 春日原上大利線 1,367  102   712     イチョウ 

27 春日公園通り線 117  157         イチョウ 

28 春日春日原線 795  53   641     ホルト他 

29 ＪＲ大野城駅前 271  61 18 484     
マテバシイ、ホルト、イチョウ

他 

30 原町御供田線 694  61 20 394     ケヤキ、イチョウ、コブシ 

31 
春 日 公 園 前 線            

（春日公園前緑地含む） 
1,600  251 110 1,015 37    

イチョウ、クロガネモチ、コブ

シ、サルスベリ他 

32 西ヶ浦大牟田線 360  216   467     クロガネモチ 

33 大牟田池 95  72 5 161     ケヤキ、サクラ、コブシ、ビワ 

34 中原池の内線 225  40         イチョウ 

35 白水池 30  7         サクラ 

36 位瀬大牟田線 833  380 194 1,024 26    サクラ、ケヤキ他 

37 ヒシャテガ浦 43  8 1 24 8    サクラ、イチョウ、モミジ 

38 上居屋敷平野線 962  123 2 556     ホルト、モチ 

39 白水線第２ 460  103   259     ヤマモモ、クロガネモチ 

40 天神山 180  6 17 25     カヤ他 

41 松ヶ丘月の浦線１ 1,927  147   1,149 396    ケヤキ、ホルト 

42 松ヶ丘月の浦線２ 1,320      1,320     ― 

43 星見ヶ丘 290      322     ― 

44 
星見ヶ丘歩行者専用

道路 
322    21 22   300  ― 

計 44 箇所 20,740  2,808  1,150  12,341  557  1,123  ― 

 （出典：庁内資料「緑の管理業務集計表」「春日市街路樹安全度調査診断事業計画書」） 

平成 31年３月末 



32 

 

２-４-２ 公共公益施設の緑 

◼ 学校や公共施設等の公共公益施設の緑化率は約 30％ 

◼ 花いっぱい運動として各自治会が公共施設等への植栽を行っている 

■主な公共公益施設の緑化率 

 

  公共施設等：市役所、文化施設、福祉施設、自衛隊施設等 

  教育施設：小学校、中学校、高等学校、大学等 

  処理施設：春日大野城リサイクルプラザ、クリーン・エネ・パーク南部 

（出典：航空写真・ＧＩＳより算出） 

■公民館・公共公益施設等での市民協働の緑化 

「花いっぱい運動」 

内容 各自治会などに春、秋の年 2 回、花の苗を配布し、多くの市民が利用する公共施設など

に植栽してもらっています。この花苗の維持管理は植栽を行った各自治会などにお願いし

ており、自治会活動の活性化と、市民の皆さんの「自らが、緑を大切に守り、活かす」と

いう意識の高揚を目指しています。（春日市ＨＰより抜粋） 

配布先 

(R1 実績) 

市内各自治会、白水大池公園（管理棟）、大町緑地、ぶどうの庭、福祉ぱれっと館、図

書館 

配布実績（R1 年度） 

・花苗：13,925 鉢 

・球根：603 個 

 

 

  

施設分類 施設数 敷地面積（㎡） 緑化面積（㎡） 緑化率

公共施設等 16 871,954.06 233,459.63 26.8%

教育施設 21 677,054.49 158,818.06 23.5%

処理施設 2 156,072.50 82,603.53 52.9%

計 39 1,705,081.05 474,881.22 27.9%

白水ヶ丘公民館 春日公民館 

図 花いっぱい運動による植栽（市ＨＰより） 



33 

２-４-３ 住宅地の緑 

◼ 緑地協定地区（６地区）や地区計画、生垣奨励補助金等、住宅地の緑化に向けた取組が行われ

ている。 

■緑地協定地区 

内容 都市緑地法に基づき、都市計画区域内の相当規模の一団の土地の所有者全員の合意によ

り、緑地の保全または緑化に関する協定を市長の認可を受けて締結する制度、その地区。 

また、開発者など所有者が１人でも定めることができる（１人協定）規定がある。 

協定に定める事項）※春日市緑地協定推進実施要綱より抜粋 

・協定の区域・名称、土地利用者等の名称、緑化に関する事項（樹木等の種類、植栽場所、

かき又はさくの構造）、樹木等の維持管理、修景施設・照明施設、協定の有効期間、協定

に違反した場合の措置 

締結状況 市内以下６地区（Ｈ29 都市計画基礎調査） 

○春日レイクハウス地区緑地協定（2.70ha）（１人協定） 
○東峰春日ハイツ地区緑地協定（0.80ha）（１人協定） 
○太平ファミリータウン地区緑地協定（0.31ha）（１人協定） 
○春日レイクタウン地区緑地協定（2.89ha）（１人協定） 
○春日ゆりヶ丘地区緑地協定（0.62ha）（１人協定） 
○春日白水ヶ丘１丁目地区緑地協定（0.65ha）（１人協定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区計画（かき又はさくの構造制限を設けている地区） 

地区名 かき又はさくの構造の制限 

桜ヶ丘地区 道路に面する部分のかき又はさくは生垣とする。 ただし、やむを得ない場合は、

コンクリート又はフェンス等の塀（高さ制限あり） 

平田台地区 かき又はさくは、地盤面の高さから 0.6ｍを超える部分は、生垣又はフェンス等の

透視可能なものとする。 南部白水地区 

■生垣奨励補助金 

内容 生垣にする場合、市から費用の一部を補助 

・生垣の条件 

植栽場所：公道に面している部分 

植栽方法：生垣の樹種など制限なし（竹・草類は対象外） 

ブロック塀と生垣を併用する場合は、ブロック塀の高さは、宅地の高さから 60cm まで 

・過去 10 年間の申請件数：11 件 

  

春日レイクハウス地区緑地協定地区 春日ゆりヶ丘地区緑地協定地区 

図 春日市内の緑地協定地区の状況 
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（出典：Ｈ29都市計画基礎調査、庁内資料） 

図 道路・公共公益施設・緑地協定地区などの現況図 
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２－５ 歴史・文化的資源の状況 

◼ 市内には国指定特別史跡の水城跡をはじめ、多くの古墳・遺跡等の史跡が残されている。 

◼ 春日神社等の神社境内の樹木も古くからの市の貴重な緑として天然記念物に指定されている。 

■史跡・天然記念物等の指定状況 

区  分 名  称 
面積

（ha） 
指定年月日 備  考 

史跡・名勝 特別史跡 水城跡（天神山） 
2.5 

S49.8.10 国指定 S52・53・H9・14 追加指定 

特別史跡 水城跡（大土居） S49.8.10 国指定 S52・53・H9・14 追加指定 

史跡 日拝塚古墳 0.3 S51.2.24  〃   

史跡 須玖岡本遺跡 0.9 S61.6.24  〃  H12・14・16 追加指定 

ウトグチ瓦窯跡 ― H17.10.5 県指定  

赤井手古墳 ― H5.3.1 市指定  

竹ヶ本古墳 ― H5.3.1  〃   

下白水大塚古墳 ― H8.3.1  〃   

原遺跡 ― H8.7.1  〃   

天然記念物 春日の杜（樟） 0.2 S38.1.16 県指定 春日神社 

住吉神社のナギの杜 0.2 S38.1.16  〃  住吉神社 

春日神社のセンリョウ叢林 0.1 S39.5.17  〃  春日神社 

熊野神社のオオバヤドリギ 0.1 S52.8.11 市指定 熊野神社 

春日小学校のえんじゅ ― S52.8.11  〃  春日小学校 

重要無形民俗文化

財 

春日の婿押し ― H7.12.26 国指定 春日神社 

その他（史跡・神

社等） 

須玖五反田遺跡 ― ― 春日市文化財ガイドマップ 

老松神社（中の宮） ― ― 

老松神社（上の宮） ― ― 

王墓の上石（市指定 有形

文化財） 

― ― 

奴国の丘歴史資料館 ― ― 

西方遺跡 ― ― 

仁王手 A 遺跡 ― ― 

伯玄社 ― ― 

住吉神社 ― ― 

昇町八幡宮前庚申塔 ― ― 

原町遺跡 ― ― 

駿河 A 遺跡 ― ― 

先ノ原遺跡 ― ― 

春日公園内遺跡 ― ― 

白水の井 ― ― 

浄運寺前庚申塔 ― ― 

柏田遺跡 ― ― 

門田遺跡 ― ― 

辻畑遺跡 ― ― 

中白水遺跡 ― ― 

白水八幡宮 ― ― 

紅葉ヶ丘遺跡 ― ― 

 

 

 

 

  

（出典：春日市奴国の丘歴史資料館ＨＰ、春日市文化財ガイドブック） 
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（出典：春日市奴国の丘歴史資料館ＨＰ、春日市文化財ガイドブック） 

図 文化的資源の状況 
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 緑に関する市民意識調査 

３－１ 市民意識調査の概要 

市民意識調査は、「第２次春日市都市計画マスタープラン」及び「第２次春日市緑の基本計画」の

策定に伴い、現在のまちの課題や方向性などについて市民意見を伺い、計画に反映することを目的

として、以下の調査方法・内容で行いました。 

項目 内    容 

調査方法 郵送による配布、回収 

調査対象 春日市内に在住する18歳以上の市民2,000人(無作為抽出) 

調査実施期間 令和元年12月3日（火）～令和２年1月10日（金） 

回答数(回答率) 回答数：841(回答率：42.1％) 

調査内容 

１．回答者の属性 
２．お住まいついて(居住意向 等) 
３．日常生活について(各種施設の利用状況、移動手段 等) 
４．これまでのまちづくりの評価と期待について（施策満足度・重要度） 
５．春日市の将来のまちづくりの方向性について 
６．春日市の「緑」について 
７．市民協働によるまちづくりの推進について 

回答者属性 
【性別】男性:44.1% 女性:52.9% 無回答:3.0% 
【年齢】20代以下:7.3% 30代:11.3% 40代:13.1% 50代:15.5%  

60代:16.9% 70代以上:35.4% 無回答:0.3% 

 

３－２ 緑の効果や満足度 

３-２-１ 春日市全体の「緑」の現状への満足度 

◼ 春日市の緑の現状に対して満足・やや満足の割合は全体の約 6割。 

 

春日市全体の「緑」の現状（量、

質、配置など）への満足度（全

体） 

 

３-２-２ 緑の量 

◼ 緑の量については、現状程度で十分という回答が最も多く（48.4％）次いで緑を増やすという

意見が多い（43.5％）。 

 

緑が増えたほうがいいと

思うか（全体） 

  

満足

13.1

やや満足

45.9

どちらでもない

24.4

やや不満

11.8

不満

2.0

無回答

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=841)

もっと増やし

緑豊かな

まちにする

43.5

現状程度で

十分である

48.4

土地の有効利用

のためには、減っても

やむを得ない

3.2

その他

1.1

無回答

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=841)
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３-２-３ 市内の緑に期待する効果 

◼ 緑に期待する効果として、散歩や休息の場所となる、人々に潤いを与えるといった回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-２-４ 春日市の「緑」を守ったり、増やしたりしたいと考える場所 

◼ 緑を守ったり、増やしたい場所として、公園の緑（48.8％）や道路の緑（47.7％）が多い。 

 

 

 

  

散歩や休息などの場所となる

人々にうるおいを与え、心をなごませる

大気を浄化し、騒音をやわらげる

都市の温暖化を防ぐ

植物や昆虫、鳥、小動物などの生物の生態系を守る

まちに風格や落ち着きを与える

スポーツや野外レクリエーションなどの活動の場所となる

災害時の避難場所となる

洪水などの災害、火災時の延焼を防ぐ

歴史・郷土の景観を保全する

その他

無回答

51.0

51.0

36.4

30.1

28.7

19.3

17.0

10.8

10.1

9.4

0.8

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(N=841)

公園の緑

街路樹などの道路の緑

川やため池周辺などの水辺の緑

学校などの公共施設の敷地内の緑

神社や寺の境内の緑

戸建て住宅やマンションなどの住宅敷地内の緑

店舗や業務ビルの敷地内の緑

市街地に点在する田や畑の緑

特に緑を守ったり増やしたいとは思わない

その他

無回答

48.8

47.7

37.9

32.1

23.2

13.3

10.2

9.8

3.8

0.8

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(N=841)

市内の「緑」に 

期待する効果（全体） 

 

春日市の「緑」を守ったり、

増やしたりしたいと考える

場所（全体） 
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３－３ 市民協働の緑の育成 

３-３-１ 緑を守り育てる活動への関わり 

◼ 緑を守り育てる活動として、自宅の敷地内などに樹木や花を植えているという回答が最も多く

（45.5％）、一方関わりたいが時間的・金銭的等の余裕がないという回答も多い（38.4％）。 

 

緑を守り育てる活動

への関わり（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-３-２ 市民や事業者が自ら緑を守り、増やすために、春日市が進めれば良いと思う取組 

◼ 市民や事業者が自ら緑を守り、増やすために市が取り組むべきこととして、現在行っている施

策の充実（40.7％）が最も多く、次いで樹林地などの区域指定を行い住民と共同して保全する

（26.0％）という回答が多い。 

 

 

 

 

  

現在行っている緑に関する施策をさらに
充実させることで「緑」を保全する

市が樹林地などの区域を指定し、
住民と協働して保全する

苗木や花の種、肥料などを
自治会などに配布する

花いっぱい運動などを実施する
（花のコンクールなどの実施）

ポケットスペース、花だんなど植える場所
を確保する

生垣設置や壁面緑化などに対し、
助成をする

店舗などの敷地内での緑化を義務付ける

公園愛護会やボランティア団体などを
育成する

緑の講座や教室を開催する

地域で生垣化を進めるなどのルールをつくる

土地所有者や市民が負担をしてまで
「緑」を守る必要はない

わからない

無回答

40.7

26.0

19.9

15.8

15.7

15.2

14.5

14.3

9.4

9.3

3.7

9.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体(N=841)

自宅の敷地内などに樹木や花を植えている

関わりたいが、植える場所や費用、
時間などの余裕がない

地域や団体での活動に今後関わりたい

今後、緑を守り育てる活動に個人だけでも
積極的に関わりたい

あまり関わりたくない

地域や団体での活動に
積極的に関わっている

緑を守り育てる活動の必要性を感じない

無回答

45.5

38.4

14.3

13.0

8.3

5.1

2.1

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体(N=841)

市民や事業者が自ら緑

を守り、増やすために、

春日市が進めれば良い

と思う取組（全体） 
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３－４ 都市公園の整備・管理状況 

３-４-１ 公園に行く目的・利用したいと思う公園 

◼ 公園利用の主な目的は、散歩・ジョギングする（47.6％）が最も多く、次いで子どもを遊ばせ

る（19.0％）や自然を眺める（14.1％）となっている。 

◼ 利用したいと思う公園は、休息できる身近な憩いの場となる公園（43.8％）が最も多く、次い

で子どもを安全に遊ばせられる公園（41.4％）や散歩やジョギングができる公園（32.3％）

となっている。 

 

公園に行く主な目的（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

散歩・ジョギングをする

子どもを遊ばせる

木や花など自然を眺める

運動（スポーツ）をする

休息をとる

その他

知人や友人との語らい

無回答

47.6

19.0

14.1

6.3

4.6

2.9

1.8

3.7

0% 20% 40% 60%

全体(N=841)

樹木や花壇、ベンチがあり休息できる
身近な憩いの場となる公園

子どもを安全に楽しく遊ばせることのできる公園

園路が整備され散歩やジョギングができる公園

樹木や花、野鳥や昆虫、水辺の生物等を
観察できる自然豊かな公園

災害時に避難できる防災施設の整った公園

カフェや売店があるなど賑わいのある公園

広い芝生や原っぱの中で思いっきり遊んだり
運動したりできる公園

公共施設などと一体になった地域の憩いや
交流の場としての公園

ボール遊びができる公園

見晴らしのよい高台や林の中で
散策などができる公園

長いすべり台など充実した遊具が置かれている
遊園地のような公園

グラウンドゴルフやテニスなど友人・知人と集い
スポーツができる公園

市の歴史や文化など、その土地に
ゆかりのある公園

まち中に残る畑や空地で野菜や花づくりができる
農園のような公園

その他

無回答

43.8

41.4

32.3

23.8

23.8

21.0

17.5

11.9

10.3

9.6

7.3

6.9

5.8

3.1

1.8

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体(N=841)

利用したいと思う公園（全体） 
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３-４-２ 白水大池公園に求めること 

◼ 白水大池公園に求めることについてみると、「休憩できるベンチやあずまやを増やして欲しい」

が 32.3％と最も高くなっており、次いで「飲食店等の食事等ができる施設を設置して欲しい」

（26.4％）の順となっている。 

 

白水大池公園に求めること（全体） 

 

  

休憩できるベンチやあずまやを増やして欲しい

飲食店等の食事等ができる施設を設置して欲しい

園路を歩き（走り）やすいような舗装にして欲しい

トイレを増やして欲しい

照明を増やして欲しい

健康遊具を設置して欲しい

幼児用遊具を設置して欲しい

緑（植栽・花壇等）を増やして欲しい

ランニングステーション等の運動施設を設置して欲しい

駐車場の開閉時間を変更して欲しい

特に求めることはない

その他

無回答

32.3

26.4

23.5

23.2

22.5

10.0

9.4

8.8

6.8

4.9

15.2

11.1

5.7

0% 10% 20% 30% 40%

全体(N=841)
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３－５ ため池について 

３-５-１ ため池に対するイメージ 

◼ ため池のイメージについて、あまり知らない（28.1％）が最も多く、次いで貴重な自然環境が

残っている場（17.7％）という回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-５-２ 今後のため池のあり方 

◼ 今後のため池のあり方について、貴重な自然環境として保全すべき（36.1％）が最も多く、次

いで分からない（26.2％）、市民のレクリエーションの場として活用すべき（19.7％）といっ

た回答が多い。 

 

 

 

 

 

 

  

ため池についてあまり知らない

水辺の生き物や植物が観察できる
貴重な自然環境が残っている場

ため池の水面や周辺の木々など
「緑」を感じられる場

震災や豪雨の際に決壊の可能性があるなど
防災上の懸念がある場

水難事故など安全面の懸念がある場

農村地帯であった春日市の歴史や
成り立ちを感じられる場

その他

無回答

28.1

17.7

14.0

13.4

10.7

9.4

1.9

4.8

0% 10% 20% 30% 40%

全体(N=841)

貴重な自然環境として保全すべき

親水空間（散策路・釣り堀の整備等）の充実など
市民のレクリエーションの場として活用すべき

ため池を廃止し公園・広場などに
転用すべき

地震や大雨時に決壊するおそれがあるので
廃止すべき

人口を増やすために、ため池を廃止し
住宅地や商業地として転用すべき

わからない

その他

無回答

36.1

19.7

5.2

3.9

3.3

26.2

1.9

3.6

0% 10% 20% 30% 40%

全体(N=841)

ため池に対するイメージ（全体） 

 

今後のため池のあり方（全体） 

 



43 

 前回計画の検証 

４－１ 目標値の達成状況 

◼ 前回計画の目標値は未達成。市民一人あたり公園面積は前回計画時の指標を下回っている。 

■目標値の達成状況 

目標値 
平成 22 年 

現況値 

令和元年 

目標値 

令和元年 

現況値 

達成 

状況 

自然の緑 

●緑を守る地区の指定 

※特別緑地保全地区及び国指定史跡 
7.5ha 8.0ha 7.5ha △ 

●市民農園 1.1ha 1.5ha 1.1ha △ 

新たに創出した緑 

●市民 1 人当たり公園面積 8.4 ㎡ 8.6 ㎡ 8.3 ㎡ × 

●道路の緑被率 2.3％ 2.7％ １.0％ × 

●公共公益施設の緑被率 25.5％ 30.0％ 27.9% △ 

市全体の緑 ●市全体の緑被率 30.4％ 31.4％ 30.5% △ 
   ※達成状況は以下のとおり分類 

    「〇」目標値を上回ったもの 
    「△」目標値は未達成だが、Ｈ22 現況値を上回ったもの 
    「×」目標値及び H22 現況値を下回ったもの 

    ※市全体の緑被率は、H22 算出時と計算手法が異なるため前回計画時の現況及び目標値と異なる。 

■参考）緑被率の確認 

区分 

平成 22 年（2010 年） 令和元年（2019 年） 

敷地面積 

(ha) 

緑被面積

(ha) 

緑被率

(％) 

構成比

(％) 

敷地面積

(ha) 

緑被面積

(ha) 

緑被率

(％) 

構成比

(％) 

自
然
の
緑 

山林 21.8 21.8 100.0% 5.1% 17.6 17.6 100.0% 14.4% 

農地 28.7 28.7 100.0% 6.7% 26.0 26.0 100.0% 7.3% 

水面その他自然地 61.4  61.4 100.0% 14.3% 71.3  71.3 100.0% 11.1% 

小計 111.9 111.9 100.0% 26.0% 114.9 114.9 100.0% 32.8% 

新
た
に
創
出
し
た
緑 

公園･緑地など 92.2  92.2  100.0% 21.4% 86.9  86.9  100.0% 21.0% 

道路 209.3 4.8  2.3% 1.1% 220.0 5.1  2.3% 0.9% 

公共公益施設 218.0  54.5  25.0% 12.7% 221.3  55.3  25.0% 10.8% 

住宅用地 559.3 156.6  28.0% 36.4% 567.3 158.8  28.0% 32.6% 

商業用地 93.5 9.4  10.0% 2.2% 99.1 9.9  10.0% 1.6% 

工業用地 9.3 0.8  9.0% 0.2% 5.8 0.5  9.0% 0.3% 

小計 1,181.6 318.3 26.9% 0.1% 1,200.4 316.6 26.4% 67.2% 

その他の空地 121.5 0.0 0.0% 0.0% 99.8 0 0.0% 0.0% 

合計 1,415.0 430.2 30.4% 26.1% 1,415.0 431.5 30.5% 100.0% 

※緑被率とは、特定の区域に占める緑被地の割合。緑被地は、樹林地・草地・農耕地・水辺地及び公園緑地など、植物で被覆された土
地、もしくは植物で被覆されていなくても自然的環境の状態にある土地の総称。 
※敷地面積は、都市計画基礎調査における土地利用別面積を採用。 

※自然の緑及び公園緑地は、緑被率を 100％、その他の区分については緑被率を平成 22 年算定時のものを採用。 
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第３章 緑のまちづくりの課題 

 現況からみた課題の整理 
 都市の現況特性 現況から見た課題 

概況 
・ 住宅都市として発展、現在も人口増。 
・ 総合計画の将来目標は「住みよさ実感都市」。 

・ 住宅地としての魅力・機能の維持・向上 

自
然
的
土
地
利
用 

・ 自然的土地利用は市域全体の約 14％のみで近
年も、緑の量は微減傾向。 

・ 緑地や樹木、ため池等の自然の緑を保全する制
度による地区指定がされている。 

・ 残された樹林、農地、水面等、貴重な自
然環境の保全・活用 

・ 溜池保全条例によりため池が保全されている。 
・ その内、約 4 分の１のため池（５箇所）が公園

化・親水整備等を行われているほか、ため池周
辺に緑地・公園が配置されている。 

・ ため池の一部は、雨水調整機能や農業・生活用
水として利用されている。 

・ 市の貴重で特徴的な自然環境としてため
池の適切な保全管理・活用 

・ 周辺の公園緑地との一体的な整備 

都
市
公
園
の
整
備
・
管
理
状
況 

・ 市民一人あたり公園は約 8.3 ㎡確保され、近隣
市に比べても充実している。 

・ 約９割の公園が供用開始後 30 年経過。公園の
維持管理費は年間 2 億円超。 

・ 既設公園の効果的・効率的な維持管理 

・ 市内の大部分は公園の誘致距離圏に含まれる
が、一部含まれない地区あり。 

・ 公園が不足する地区での優先的な公園緑
地等の確保 

・ 公園周辺の人口動態は、市の北西部は人口密度
の増加が見込まれる。 

・ 市全体の高齢化が見込まれる。 

・ 将来の人口動態やニーズに応じた公園の
整備・再整備 

・ 市内の多くの自治会で公園愛護会が設立。 
・ 全公園緑地等のうち、愛護会の活動対象となっ

ているのは約 24％。 
・ 愛護会のある都市公園は公民館が近隣にある場

合が多い。 

・ 公園愛護活動の普及啓発 
・ 公民館など公園と一体となった公園愛護

会・自治会活動の場の確保 

・ 街区公園は一時避難場所、近隣公園や総合公園
等規模の大きい公園は広域避難場所に指定され
ている 

・ 一部公園では防災ベンチが設置済。 

・ 災害時等の避難の場としての公園の機能
向上 

市
街
地
の
緑
化
状
況 

・ 市内の 44 路線に街路樹が整備され、緑のネッ
トワークを形成している。 

・ 都市計画道路は整備済み延長の 75％で街路樹
が整備されている。 

・ 既設の街路樹の適切な維持管理 
・ 都市計画道路の整備等と併せた街路樹・

植樹帯等の道路の緑の確保 

・ 学校や公共施設等の公共公益施設の緑化率は約
30％。 

・ 花いっぱい運動として各自治会が公共施設等へ
の植栽を行っている。 

・ 公共施設等の計画的な緑化の推進 
・ 市民協働による植栽やその適切な管理 

・ 緑地協定地区や地区計画、生垣奨励補助金等、
住宅地の緑化に向けた取組が行われている。 

・ 緑地協定地区等の指定 
・ その他の民有地での緑化に向けた支援 

文
化
的
資

源
の
状
況 

・ 市内には国指定特別史跡の水城跡をはじめ、多
くの古墳・遺跡等の史跡が残されている。 

・ 春日神社等の神社境内の樹木も古くからの市の
貴重な緑として天然記念物に指定されている。 

・ 緑を特徴づける文化的な資源の保全・活
用 
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 住民アンケート結果からみた課題 
 市民意向 現況から見た課題 

緑
の
効
果
や
満
足
度 

・ 春日市の緑の現状に対して満足・やや満足の割

合は全体の約 6 割。 

・ 緑の量については、現状程度で十分（48.4％）

という回答が最も多く、次いで緑を増やす

（43.5％）という意見が多い。 

・ 緑に期待する効果として、散歩や休息の場所と

なる、人々に潤いを与えるといった回答が多い。 

・ 緑を守ったり、増やしたい場所として、公園の

緑（48.8％）や道路の緑（47.7％）が多い。 

・ 現在の緑の維持による緑に対する満足度

の維持向上 

・ 散歩や休息、人々に潤いを与えるなど、

市民生活を豊かにする緑の形成 

・ 公園や道路等市民に身近な場所の緑の保

全・育成 

市
民
協
働
の
緑
の
育
成 

・ 緑を守り育てる活動として、自宅の敷地内など

に樹木や花を植えている（45.5％）という回答

が最も多く、一方、関わりたいが時間的・金銭

的等の余裕がない（38.4％）という回答も多い。 

・ 市民や事業者が自ら緑を守り、増やすために市

が取り組むべきこととして、現在行っている施

策の充実（40.7％）が最も多く、次いで樹林地

などの区域指定を行い住民と協働して保全する

（26.0％）という回答が多い。 

・ 市民・事業者が自ら緑を守る・増やす行

動を行うための支援メニューの検討 

都
市
公
園
の
整
備
・
管
理
状
況 

・ 公園利用の主な目的は、散歩・ジョギングする

（47.6％）が最も多く、次いで子どもを遊ばせ

る（19.0％）や自然を眺める（14.1％）となっ

ている。 

・ 利用したいと思う公園は、休息できる身近な憩

いの場となる公園（43.8％）が最も多く、次い

で子どもを安全に遊ばせられる公園（41.4％）

や、散歩やジョギングができる公園（32.3％）

となっている。 

・ 休息・散歩・ジョギング等世代を問わず

多くの市民が利用しやすい公園、子ども

が安全に楽しく遊べる公園などニーズに

あった公園整備・再整備 

・ 白水大池公園の改善について、休息できるベン

チ等を増やしてほしい（32.3％）が最も多く、

次いで飲食店等の食事等ができる施設を設置し

てほしい（26.4％）の回答が多い。 

・ 規模の大きい公園において、休憩施設や

飲食施設など魅力を向上させる機能の設

置を検討 

た
め
池
に
つ
い
て 

・ ため池のイメージについて、あまり知らない

（28.1％）が最も多く、次いで貴重な自然環境

が残っている場（17.7％）という回答が多い。 

・ 今後のため池のあり方について、貴重な自然環

境として保全すべき（36.1％）が最も多く、次

いで分からない（26.2％）、市民のレクリエーシ

ョンの場として活用すべき（19.7％）といった

回答が多い。 

・ ため池の保全の必要性について市民への

周知、活用方策等今後のあり方の検討 
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 緑のまちづくりの課題 
 

項目 緑のまちづくりの基本的課題 

自然環境 

〇残された貴重な自然環境の保全・活用 

・文化財として保全されている緑地、市街地内に点在して残る農地、河川・ため池

の水面など貴重な緑地の保全・活用 

〇既存施設を活用した水と緑のネットワークの形成 

・既存公園や河川、街路樹を活用した水と緑のネットワークの確保 

市民の交流・ 

レクリエーショ

ン 

〇市民生活に潤いを与える緑の拠点とネットワークの形成 

・市内の二大公園である春日公園・白水大池公園の魅力の向上・活用 

・特別緑地保全地区や市民農園など自然と身近にふれあえる場の確保 

・散歩やジョギングなどの健康増進が図れる公園緑地やスポーツ施設等の公共施設

の機能を充実させるネットワークの構築 

〇将来の人口動態やニーズに応じた公園緑地の確保 

・公園緑地が不足する地区での公園整備や代替機能の確保 

・子育て世代や高齢者など利用者ニーズに応じた公園の機能分担、再整備 

〇市民の交流・地域活動の場としての公園緑地の確保 

・公園愛護活動など地域住民による緑の育成（緑や花を通した地域のコミュニケー

ションの場の確保） 

・地域の祭りや自治会活動の場として使いやすい公園緑地の整備、公民館等の周辺

施設との一体的な管理・活用 

防災 

〇緑がもたらす防災機能の発揮 

・ため池や農地による貯水機能、街路樹・公園・河川等による延焼遮断機能等の発

揮に向けた緑の保全、開発時の緩衝緑地等の確保 

〇防災拠点としての公園整備 

・広域避難場所、一時避難場所となる公園緑地における防災機能の充実 

景観・歴史文化

資源 

〇市の緑を特徴づける歴史・文化資源の保全 

・水城跡や日拝塚古墳、須玖岡本遺跡等の歴史的資源とその周辺の緑の保全 

・保存樹木や社寺林など地域のシンボルとなる特徴的な緑の保全 

〇緑豊かな市街地環境の形成 

・緑地協定等の制度の活用による宅地の緑化推進 

・公共施設等の緑化、民有地緑化に対する支援や緑の育成への意識啓発 

・既存の公園・街路樹・河川・民有地の緑化等、緑のネットワークによる景観形成 
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第４章 基本理念・方針 

 基本理念 
春日市は、かつて市域北部にまで牛頸山麓の樹林の伸びる純農村でした。戦後、急速に市街化が進み、

福岡都市圏南部の住宅都市として発展してきました。自然の緑の多くは宅地開発により失われたものの、

古墳・水城跡の緑地や、ため池、小規模な農地や社寺林が点在するなど、春日市の歴史・文化を継承す

る緑が、貴重な自然環境として今も受け継がれています。また、公園や街路樹、住宅の庭木や生垣等、

新たな緑が整備されていることが評価されて「緑豊かな都市」のイメージをもたれています。 

このような緑は、私たちの暮らしに安全性や快適性をもたらしており、市民にとっては「ふるさと か

すが」を感じさせる大切な要素です。 

平成１２年度に策定された春日市緑の基本計画では、「市民がまんなか ふるさと かすがの緑の継承」

を基本理念とし、緑の視点で様々な方策を定め、緑のまちづくりを進めてきました。今回の策定におい

ては、これまでの計画によって守り・創り・育まれてきた春日市の緑を、市民・各家庭・地域・団体・

事業者・行政といった多様な主体が関わりながら、さらに次の世代につないでいくため、「みんなでつな

ぐ ふるさと かすがの緑」を基本理念とします。 

 

 

みんなでつなぐ ふるさと かすがの緑 
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 基本方針 
これまでの春日市緑の基本計画では、「守る」「創る」「育む」の 3 つの方針に基づき、緑のまちづ

くりを推進してきました。一方で、宅地開発等が進み成熟化した本市において「緑の量」は減少し

ているほか、都市公園や街路樹等の整備されてきた緑の維持管理の必要性が高まっています。 

そこで、現計画の方針を踏襲しつつ、今ある緑がさらに市民にとって身近なものとなるよう、緑

を「活用する」視点を加え、一人ひとりの緑を「守る」「育む」の取組意識の向上を図ります。 

この「守る」「育む」「活用する」の３つの基本方針を基に、具体的な「緑の質の向上」に貢献で

きる取組を行っていくことで、緑に対する市民の満足度を高めていきたいと考えております。 

また、この基本方針に基づいた取組を実施するための「財源の確保」も同時に行っていくことで、

「緑豊かな都市」としての春日市の魅力を永続的に高めていく必要があります。 

この「緑の質の向上」と「財源の確保」の一連の取組は、春日市独自の取組として「かすがグリ

ーン・リノベーション（緑の総合的な質の向上）」と名付けることで積極的な姿勢を示し、より魅力

的な緑のまちづくりの推進につなげていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

守る 
自然の緑を大切に守り、 

活かします 

育む 
豊かな住宅都市を彩る 

緑の整備・管理 

【現計画の方針体系】 【新たな計画の方針体系】 

守る 
市の文化・歴史が薫る 

自然環境の保全 

活用する 
守り育まれた緑が持つ 

多様な機能の活用 

創る 
安心とくつろぎのあるくら
しを支える緑を整備します 

育む 
市民がまんなかの 

緑のまちづくりを進める 
しくみをつくります 統合する視点 加える視点 

引き継ぐ視点 

かすがグリーン・リノベーション(緑の総合的な質の向上) 

緑の質の向上 財源の確保 

取組姿勢 
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守る 市の文化・歴史が薫る自然環境の保全 
・古墳・水城跡等の樹林や、ため池周囲の樹林、社寺林などの「ふるさと かすが」を感じる緑

を守り、次世代に継承します。 

・公園緑地、河川、ため池、農地等の自然的土地利用の保全と適切な環境整備により、都市の防

災機能の向上や生物多様性の保全等、緑の機能向上を図ります。 

 

 

育む 豊かな住宅都市を彩る緑の整備・管理 
・緑の拠点である春日公園・白水大池公園の魅力向上、周辺緑地とのネットワーク化を図ります。 

・暮らしに最も身近な緑である都市公園等は、市民ニーズに応じた整備・再整備を行うとともに、

持続可能な維持管理体制の構築を図ります。 

・道路や公共公益施設は、樹種に配慮した緑化とその適切な維持管理を行います。 

・住宅や民有地の緑化等、市民・企業による自主的な緑化の普及啓発に向け、支援体制の強化や

緑化重点地区の指定を検討します。 

 

 

活用する 守り育まれた緑が持つ多様な機能の活用 
・市民のレクリエーション・防災・生物多様性など、緑が持つ多様な機能に着目し、「グリーン・

インフラ（緑を積極的に活用した生活環境）」の形成や市民への緑の大切さの周知を図ります。 

・各地域の都市公園を核とした地域活動の振興や周辺のにぎわい形成など、積極的な公園の活用

を行うためのマネジメント体制の構築や、活用しやすい環境整備を図ります。 

・樹林地や河川・ため池等の環境整備に努め、市の歴史や文化・環境教育の場として活用し、緑

に関する市民意識の向上を図ります。 
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第５章 系統別緑の配置方針 

 系統別緑のまちづくり方針 
緑の配置における計画の策定方法として、第３章の系統別の緑の課題をもとに、「自然環境」「市

民の交流・レクリエーション」「防災」「景観・歴史文化」の 4 系統について、緑のまちづくりの方

針（守る・育む・活用する）を再整理しました。 

 

 

  

防災 

緑が持つ防災機能の発揮や

避難場所としての公園緑地

の活用について 

市民の交流・ 

レクリエーション 

 市民の交流や健康増進、暮ら

しの質の向上に資する公園

緑地のあり方について 

自然環境 

河川・ため池、農地、緑地な

ど市内に残された貴重な自

然環境の保全について 

景観・歴史文化 

緑豊かなまちなみの形成や

春日市の文化が薫る重要な

緑の保全について 
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１－１ 自然環境 

１-１-１ 二大公園やため池とその周辺の緑地を基調とした豊かな自然環境の形成 

市の南東部には、春日公園・白水大池公園といった市の二大公園が整備されており、これらは市

域のほとんどが市街化している本市の貴重な緑地でもあります。またその周辺には、春日貯水池や

大牟田池等の比較的規模の大きいため池も残されています。 

このような貴重な緑地・水面を保全しながら、街路樹・河川・住宅地・公共施設等の緑化を併せ

て行い、緑のネットワークをつなげることで、市民の憩いや生物多様性を実現する豊かな自然環境

の形成を図ります。 

  

 

 

 

 

 

１-１-２ 奴国の丘歴史公園・弥生の森を中心とした歴史遺産と自然環境の保全 

弥生の森特別緑地保全地区は、奴国の丘歴史公園（須玖岡本遺跡）と隣接して、市の貴重な歴史

的資源を併せ持つ自然環境です。周辺のため池や緑地、公園等と併せて一体的な保全・維持管理を

図ります。 

 

１-１-３ 点在する農地・ため池のあり方の検討 

市の西部では、小規模な田畑が点在しています。これらの農地や多くのため池は戦前まで純農村

であった春日市の歴史的な資源とも言えます。一方で、宅地開発によってほぼ市街地化した現代に

おいて、浸水被害等の防災の観点から、農地・ため池のあり方を検討していく必要があります。 

自然環境への影響や、市民農園など市民レクリエーションの場としての農地の確保、身近な親水

空間としてのため池の活用等も考慮しながら、将来的な農地・ため池のあり方を検討します。 

 

１-１-４ 街路樹等の整備・維持管理や河川の親水化による水と緑のネットワークの形成 

自然環境の保全・生物多様性に配慮した緑の配置計画においては、緑の連続性が重要です。その

ため、諸岡川・牛頸川といった河川の護岸緑化や親水化、街路樹等の整備や維持管理による水と緑

のネットワークの形成を図ります。  
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図 自然環境系統配置方針 

点在する農地・ため池のあり方
の検討 

街路樹等の整備・維持管理や河
川の親水化による水と緑のネッ
トワークの形成 

市全体 

二大公園やため池とその周辺の緑地
を基調とした豊かな自然環境の形成 

奴国の丘歴史公園・弥生の森を中心と
した歴史遺産と自然環境の保全 
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１－２ 市民の交流・レクリエーション 

１-２-１ 官民連携による春日公園、白水大池公園、奴国の丘歴史公園・須玖岡本遺跡の魅力の向上 

総合公園である春日公園や白水大池公園、奴国の丘歴史公園・須玖岡本遺跡は市民の交流・レク

リエーションなどくつろぎ核の中でも特に重要な公園です。公園の持続的な維持管理に向けた財源

の確保や、より多機能な活用を図るため、指定管理や Park-PFI など民間ノウハウを活用した官民連

携による管理運営・再整備を図ります。 

 

１-２-２ くつろぎ核や地域住民交流核となる公園をはじめとした公園再整備 

ため池や樹林、史跡・遺跡など自然と歴史性に満ちた環境を活かし、水と緑に包まれてゆったり

とくつろげる、規模の大きい休息・レクリエーション機能を持つ主要公園をくつろぎ核として位置

づけ、市民ニーズの変化や施設の老朽化に対応しながら、魅力的な公園再整備を図ります。 

また、公民館が隣接する公園（地域住民交流核）では、公民館と一体となった立地特性を活かし、

公園再整備を行う際には、地域コミュニティの場となるよう配慮するとともに、花いっぱい運動の

展開や公園愛護会の活動等、緑を通じた交流の促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-２-３ 公園緑地が不足するエリアでの地域住民の交流の場や緑の確保 

公園緑地が比較的不足している一部の地域については、教育施設など既存ストックの活用や、空

き地が発生した場合の市民緑地の確保、必要に応じた新たな公園緑地の整備等、市民交流の場や緑

の確保を図ります。 

 

１-２-４ 点在する小規模な児童遊園や緑地のあり方の検討 

小規模な児童遊園や緑地等は、身近な憩い・休憩の場所として開発残地などを積極的に取り入れ

整備するとともに、その維持管理に努めます。 

一方で、市民に活用されにくい場所にある緑地等については、維持管理費等の費用対効果を鑑み、

再整備や整理等の今後のあり方を検討します。 

 

１-２-５ 主要な公園や交流施設をつなぐシンボル軸の形成 

核となる公園や交流核となる公共施設をつなぐ道路をシンボル軸として位置づけ、散歩・ジョギ

ング・サイクリングなど市民の健康増進や、公園と公共施設等の相互利用の促進に資する、通りた

くなる道づくりを図ります。 

白水大池公園ちびっ子広場（再整備後） 

「親子のつながりを深める交流や憩いの場」として再整備 
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くつろぎ核や地域住民交流核となる
公園をはじめとした公園再整備 

点在する小規模な児童遊園や緑地
のあり方の検討 

市全体 

官民連携による
奴国の丘歴史公
園・須玖岡本遺跡
の魅力の向上 

主要な公園や交流施設をつなぐ
シンボル軸の形成 

公園緑地が不足
するエリアでの
交流の場や緑の
確保 

※公園の種類 
（近）：近隣公園 （街）：街区公園 
（風）：風致公園 （緑）：都市緑道 

図 市民の交流・レクリエーション系統配置方針 

官民連携による春日公園、
白水大池公園の魅力の向上 
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１－３ 防災 

１-３-１ ため池の適切な維持管理による貯水機能の発揮 

市内に点在するため池は貯水機能を有し、特に白水池などは雨水調整機能を持っています。近年

多発する豪雨災害や内水氾濫の被害抑制のためにも、これらのため池の適切な維持管理により、防

災機能の向上を図ります。 

また、ため池は貯水機能を持つ一方で、決壊時には周辺宅地の浸水被害が懸念されます。防災重

点ため池をはじめとした防災上対策が必要なため池については、周辺農地の農業用水利用状況や雨

水排水施設の整備状況等を総合的に勘案し、ストックの適正化（機能の向上、廃止等）、保全管理体

制の強化、耐震・豪雨等に対する補強対策等、それぞれのため池の状況に応じた対策を検討します。 

 

１-３-２ 道路・公園等公共施設の緑の保全と開発時の緩衝緑地等の確保 

道路、公園、河川等にある緑地は、火災延焼防止機能や都市熱環境の改善、雨水の保水機能等、

防災上も多面的な機能を有するものであり、グリーン・インフラとしてその重要性が近年さらに注

目されています。そのため、防災の観点からも緑地の保全・維持管理を図ります。 

また、併せて開発時の緩衝緑地等の確保や、住宅地の緑化の推進等により緑地の確保を図ります。 

 

１-３-３ 一時避難場所・広域避難場所となる公園緑地における防災機能の充実 

市内の都市公園は、一時避難場所や広域避難場所として位置付けられており、災害時の避難場所

として活用するほか、状況に応じて臨時の避難施設用地や応急仮設住宅用地等の応急活動のために

活用を図ります。 

そのため、市民ニーズを把握しながら、必要に応じて災害時に活用可能な防災ベンチ、非常用電

源付き照明、防災あずまや等の防災施設の整備を検討します。また、それら設備を平常時にも活用

（防災訓練、地域行事等）ができる管理体制を構築し、公園の防災機能の充実と市民の防災力の向

上を図ります。 

また、総合スポーツセンターをはじめとする避難所となる公共施設等への安全な避難路の確保を

図ります。 

 

 

 

 
■避難場所の定義（春日市防災ガイドブッ

クより） 
 ■防災ベンチ活用状況（若葉台中央公園） 
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市全体 

ため池の適切な維持管理に
よる貯水機能の発揮 

道路・公園等公共施設の緑の保全と
開発時の緩衝緑地等の確保 

一時避難場所・広域避難場所となる公
園緑地における防災機能の充実 

図 防災系統配置方針 
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１－４ 景観・歴史文化 

１-４-１ 市の緑を特徴づける歴史・文化資源の保全と活用 

市内に残された貴重な緑地は、水城跡や日拝塚古墳、須玖岡本遺跡等の歴史的資源である場所に

多くあります。また、点在する歴史的資源や緑地をつなぎ、本市の自然・歴史的魅力を実感できる

「町探訪コース」が設定されており、そのコースを「自然と歴史の回遊軸」と位置づけ、周辺の環

境の保全・活用を積極的に図ります。 

その他、住吉神社のナギの杜など神社等の樹林や、保存樹木に指定された樹木など市民に大切に

されてきた緑を適切に保全します。また、市民が春日市の歴史に触れ、学ぶことができるよう、歴

史的資源の活用や周知方法の検討を図ります。 

 

 

  

■須玖岡本遺跡  ■住吉神社 ナギの杜 

 

 

１-４-２ 西鉄春日原駅周辺等、市の顔となる拠点の緑化による良好な景観形成 

市の中心拠点となる西鉄春日原駅やＪＲ春日駅は本市の玄関口であり、西鉄天神大牟田線連続立

体交差事業・西鉄春日原駅周辺整備事業に合わせて、まちの顔にふさわしい景観形成が望まれます。 

そのため、周辺の公共施設や道路等の緑化を図るとともに、民間施設の緑化促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■JR春日駅                ■西鉄春日原駅（イメージ図）   

 

１-４-３ 低層住宅地の緑化推進による緑豊かな市街地の形成 

市南部の低層住宅地は、公園やため池等も多く分布するほか、緑地協定地区により住宅の緑化が

なされ、特に緑の多い良好な市街地が形成されています。今後も、良好な景観形成や緑の多い住宅

地としてのポテンシャルの維持・向上のため、緑化重点地区の指定の検討や生垣化等の支援を図り

ます。 
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低層住宅地の緑化推進による 
緑豊かな市街地の形成 

図 景観・歴史文化系統配置方針 

市の緑を特徴づける歴史・
文化資源の保全と活用 

西鉄春日原駅周辺等、市の顔となる
拠点の緑化による良好な景観形成 
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第６章 施策と事業方針 
理念 方針 施策 事業 

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
か
す
が
の
緑 

守る 

1-1ため池、樹林地など貴重
な自然環境の保全 

ため池の保全とストック適正化 
ため池の保全 
ため池のストック適正化 

緑を守る地区の指定及び保全 

特別緑地保全地区の指定及び保全 
緑地保全林地区の指定 
保存樹木・保存樹林の指定及び保全 
名勝・天然記念物・史跡などの維持と保全 
市民緑地の設置 

1-2開発における緑の保全の
強化 開発における緑の保全の強化 

開発許可制度による指導 
開発行為等整備要網による指導 
市街化調整区域の開発における緑の保全 

1-3市民による緑の保全活動
の促進 

市民による緑の保全活動の促進 水と緑のトラスト運動の支援 

育む 

2-1都市公園などの整備 

身近な公園の整備・再整備 

街区公園等の新設・配置計画の検討 
街区公園等の再整備 
公園づくりワークショップの実施 
公園施設の長寿命化 
都市緑地整備 

規模の大きな公園の機能向上の
検討 

総合公園整備 
Park-PFI制度活用検討 

ポケットスペースの創出 
ポケットスペースの設置 
既存制度の活用 

2-2緑のネットワークの形成 

歩道の整備 歩道の整備 
コミュニティ道路の整備 

街路樹の整備 都市計画道路街路樹整備 
街路樹再整備 

オープンスペースシステムズの創
出 

諸岡川親水緑道整備 
水と緑のオアシスロード整備 

2-3公共公益施設緑化の推
進 公共施設等の緑化 

行政・文化施設等の緑化 
市営住宅の緑化 
鉄道緑化 
市民花だん設置 

2-4民有地緑化の推進 

民有地緑化支援の充実 

生垣化・壁面緑化などの支援 
緑のボランティアの育成及び派遣 
種子・花苗の配布、肥料の供給 
剪定くずのリサイクル 

緑地協定地区の増加 緑地協定の推進 
地区整備計画の策定 

緑化地域指定の検討 緑化地域指定の検討 

大規模建築物などの緑化指導の
強化 

景観づくりのルールによる景観誘導 
商業施設などの緑化促進 

緑化モデル事業の推進 緑化重点地区の指定 

2-5緑化キャンペーンの展開 花いっぱい運動の展開 

種子・花苗の配布（再掲） 
花だんコンクールなどの支援 
市民花だん設置（再掲） 
フラワーポット設置 
花のまちづくり地区推進団体（仮称）などの育成 

2-6維持管理のしくみづくり 愛護会などの充実 公園愛護会などの結成 

活用

する 

3-1自然との共生の空間づく
り 

市民が親しみやすい自然環境の
整備 

河川環境整備 
ため池環境整備 
ため池周辺の公園化 

歴史・文化遺産となる緑の活用 
自然と歴史の回遊軸の整備活用 
コミュニティスクールとの連携 

市民農園の継続 市民農園の継続 

3-2防災面における緑の活用 

緑の適切な保全・管理による防災
対策 

樹林地等自然環境の保全・管理 
ため池による雨水調整 
ため池のストック適正化（再掲） 
街路樹の整備（再掲） 
民有地緑化による雨水流出抑制 

防災拠点としての公園の機能充
実 

公園防災施設の整備 
公園の災害時活用 

3-3利活用しやすいパークマ
ネジメント体制の構築 

市民による公園利活用促進 

パークマネジメント体制の構築支援 
Park-PFI制度活用検討（再掲） 
公園づくりワークショップの実施（再掲） 
利用マナーの向上 

3-4緑の活用に向けた情報
発信やイベント開催 

緑の広報活動の充実 
緑の広報 
花や緑の名所の周知 

緑化イベント・運動の展開 
緑の募金の実施 
緑の講座・教室の開催 
花だんコンクールなどの支援（再掲） 

表 施策体系一覧 
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 緑を守る施策 

１－１ ため池、樹林地など貴重な自然環境の保全 

１-１-１ ため池の保全とストック適正化 

市内に点在するため池の多くは周囲の樹林地とともに貴重な自然環境なので、ため池の水辺や周

囲の樹林を守るために維持管理を充実します。 

一方で防災上課題のあるため池や、周辺環境に悪影響を及ぼしているため池等も存在しているた

め、各ため池の状況を整理した上で、ストックの適正化を図ります。 

事  業 方  針 

ため池の保全 
・ため池の環境を良好に保全するため、松枯れ対策など維持管理の

充実を図ります。 

ため池のストック適正化 

・防災上の課題、貯水機能、周辺環境、利水機能等の活用状況、所

有者の意向などを勘案しながら、各ため池の今後のあり方につい

て検討します。 

・各ため池の状況に応じて、ストックの適正化、保全管理体制の強

化、補強対策等の実施を検討します。 

 

 

  

■白水池  ■春日貯水池 

 

１-１-２ 緑を守る地区の指定及び保全 

市街地に残された樹林や歴史を物語る鎮守の森、史跡・集落や住宅地の豊かな緑を守るために指

定している特別緑地保全地区や保存樹などの維持保全に努めます。また、緑を守る諸制度の充実に

努めます。 

 

事  業 方  針 

特別緑地保全地区の指定

及び保全 

・規模の大きい森などを主に指定します。 

・指定地区では、適切な保全管理に努めます。 

緑地保全林地区の指定 
・指定基準見直しの検討を行い、鎮守の森などの規模の小さな樹林

の保全方策を検討します。 

保存樹木・保存樹林の指定

及び保全 

・神社や住宅地の調査や、市民からの推薦・提案等をもとに指定し

ます。 

・管理について、支援のあり方を検討します。 
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名勝・天然記念物・史 

跡などの維持と保全 

・保全すべき歴史・文化遺産を調査し、史跡等への指定を検討しま

す。 

・指定された史跡の、維持、保全、活用に努めます。 
 [主な指定地] 国指定特別史跡：水城跡 

        国指定史跡：日拝塚古墳、須玖岡本遺跡 

        天然記念物：春日神社のセンリョウ叢林、住吉神社のナギの杜 

市民緑地の設置 ・設置基準を検討し、市民緑地の設置を進めます。 

 

                      
■弥生の森特別緑地保全地区（弥生）        ■保存樹木 

 

１－２ 開発における緑の保全の強化 

１-２-１ 開発における緑の保全の強化 

開発に当たっては、適切に樹林を残すとともに、造成のり面や擁壁などの緑化により緑を確保す

るよう指導に努めます。 

 

事  業 方  針 

開発許可制度による指導 

・開発の事前協議の際には、水面や良好な樹林及び表土の保全、公

園緑地の配置、造成地や道路などの施設の緑化などを指導してい

きます。 

開発行為等整備要網によ

る指導 

・緑地の保全、公園などの設置、壁面・屋上緑化を含む施設の緑化

に関する基準を検討していきます。 

市街化調整区域の開発に

おける緑の保全 

・市街化調整区域の開発の際は、できる限り自然の緑地が残るよう

協議していきます。 

 

１－３ 市民による緑の保全活動の促進 

１-３-１ 市民による緑の保全活動の促進 

市民団体がため池、樹林などの市街地の重要な緑を保全するトラスト運動の促進や、緑の募金の

実施を通じて、市民による緑の保全活動の促進を図ります。 

 

事  業 方  針 

水と緑のトラスト運動の

支援 

・ため池や緑地保全林地区などの維持管理を行う組織づくりや各種活

動を支援します。 
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 緑を育む施策 

２－１ 都市公園などの整備 

２-１-１ 身近な公園の整備・再整備 

身近な暮らしの場のゆとりやくつろぎを高めるため、街区公園や近隣公園などの適正な配置を検

討します。また、市民ニーズの多様化や、高齢者や障がい者を含むすべての市民が安心して利用で

きるよう、園路や遊具、休憩施設などの安全対策、防災対策、バリアフリー化など公園の再整備（リ

ニューアル）を進めます。 

 

事  業 方  針 

街区公園等の新設・配置計

画の検討  

・公園が充足していない地区において、新たな公園・緑地等の整備

や教育施設等のストック活用による代替機能の確保を検討しま

す。整備にあたっては、地域のシンボルとなる場所を活かします。 

・市民の要望等により、公園の配置替え等が必要になった場合は、

公園が充足していない地区の改善や、立地条件や防災面等の機能

面を考慮して、適切な配置計画を検討します。 

街区公園等の再整備  

・施設の老朽化や地域のニーズを見ながら、必要に応じて再整備を

行います。防災機能やスポーツ利用など、公園機能の多機能化、

特色づくりについて検討します。 

公園づくりワークショッ

プの実施 

・街区公園などの新設や再整備においては、必要に応じてワークシ

ョップを行うなど市民の理解と協力を得るように努めます。 

公園施設の長寿命化 

・公園施設の長寿命化計画を活用し、予防保全的観点から、施設の

長寿命化、修繕、更新などを適切に判断し、維持管理を行ってい

きます。 

都市緑地整備  

・開発時の残地を積極的に取り入れ緑化を図ります。 

・都市緑地のうち、市民に活用されていない緑地は、その必要性や

有効な活用方策を検討します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公園の再整備（天神山公園）  ■公園施設の長寿命化（御供田公園） 
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２-１-２ 規模の大きな公園の機能向上の検討 

防災や居住環境改善などの視点から、より多目的に利用しやすい公園としての整備を検討してい

きます。整備にあたっては、Park-PFI 制度の活用等、民間のノウハウを取り入れた魅力向上策を検

討します。 

事  業 方  針 

総合公園再整備  ・市民の利用状況を把握しながら、必要に応じて再整備を図ります。 

Park-PFI制度活用検討 
・Park-PFI制度の活用可能性を整理し、民間の収益施設等を取り入

れた整備を検討します。 

 

 

 

■Park-PFI制度のイメージ（国土交通省資料より） ■Park-PFI制度活用事例（大濠公園） 

 

２-１-３ ポケットスペースの創出 

市民の満足度が向上する場所での重点的な緑・花の増加を図るため、まち中の散策や買い物など

で気軽に立ち寄れる空間、緑を育てる空間として、ベンチや植栽等を設置し、市民の協力を得て管

理するポケットスペースの創出を検討します。また、ポケットスペースの創出を図るため、既存制

度の活用を図ります。 

事  業 方  針 

ポケットスペースの設置 
・ポケットスペースの設置について、市民と協働の管理方法や支援

のあり方について検討します。 

既存制度の活用 

・既存制度を活用し、ポケットスペースの設置を促進します。 

［制度］地区計画、建築協定、公開空地（総合設計制度）、優良建築

物等整備事業 

 

 

 

 

■ポケットスペース（イメージ）  ■ポケットスペース（紅葉ヶ丘） 
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２－２ 緑のネットワークの形成 

２-２-１ 歩道の整備 

安全、快適に歩ける歩行者ネットワークを形成するため、主要な公園や公共施設等をつなぐシン

ボル軸を中心に、歩道の緑化、バリアフリー化などの整備やコミュニティ道路化の検討を進めます。 

 

事  業 方  針 

歩道の整備 
・交通安全施設等整備事業やバリアフリー環境整備促進事業などを

活用した歩道の整備を検討します。 

コミュニティ道路の整備 ・植樹帯を設けたコミュニティ道路の整備を検討します。 

 

２-２-２ 街路樹の整備 

市民の理解と協力を得ながら、都市計画道路の整備に合わせて四季を感じられる街路樹を整備し、

既存の街路樹も含めて維持管理を充実し、適切に管理された緑化を図ります。 

事  業 方  針 

都市計画道路街路樹整備 
・都市計画道路の整備に合わせて順次検討します。 

・西鉄春日原駅前広場の整備に合わせた緑化を図ります。 

街路樹再整備 

・街路樹の現状を調査し、倒木のおそれや枯れ枝等、周辺環境に影

響が及ぶ場合は、必要に応じて撤去や樹種の植え替え等環境に配

慮した再整備を検討します。 

・緑化が可能なバス停に植樹を行い、緑陰を創るように努めます。 

 

 

 

 
■道路の緑化（イメージ）  ■コミュニティ道路（イメージ） 

 

２-２-３ オープンスペースシステムズの創出 

水や緑が豊かに、かつ身近に感じられる春日公園や白水大池公園、ため池群を結ぶオープンスペ

ースのネットワークの整備を検討します。 

事  業 方  針 

諸岡川親水緑道整備 ・諸岡川親水緑道の適切な保全・管理に努めます。 

水と緑のオアシスロード

整備 

・拠点となる公園をつなぐ道路のネットワーク化を図り、維持管理

に努めます。 

・市民が水辺や緑に親しみ、散策できるよう、水と緑のオアシスロ

ードなどの整備を検討します。 
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２－３ 公共公益施設緑化の推進 

２-３-１ 公共施設等の緑化 

市街地内の緑化の先導役、モデルとなるよう、小・中学校をはじめとして、市が管理する施設の

緑の適切な配置・管理を行い、緑の景観形成や環境問題への対応を進めます。また、春日市には、

国や県、他市、鉄道その他の公共公益団体が設置する大規模な施設が数多くあります。これらの施

設についても、敷地内の緑化及び適切な維持管理を働きかけていきます。 

地域の人々が土にふれ、草花を育てられる市民花だんの設置を検討し、市民の満足度が向上する

場所での重点的な緑・花の増加を図ります。 

 

事  業 方  針 

行政・文化施設等の緑化 

・行政・文化施設や学校・保育所等市所有の施設における緑地配置

の適正化や、適切な維持管理に努めます。 

・その他の国・県・他市の公共施設について、現状の緑の維持、敷

地内の緑化を要望していきます。 

市営住宅の緑化 ・緑化に努め、適切に維持管理します。 

鉄道緑化 ・鉄道敷や駅舎の緑化を要望していきます。 

市民花だん設置 ・市の施設を利用して、設置を検討します。 

 

２－４ 民有地緑化の推進 

２-４-１ 民有地緑化支援の充実 

緑の減少を補い、うるおいある暮らしを維持するため、民有地の緑化を支援します。 

 

事  業 方  針 

生垣化・壁面緑化などの支

援 

・広報誌やホームページなどを活用して、助成制度の周知を図り、

生垣化を図ります。 

・壁面緑化などを支援します。 

緑のボランティアの育成

及び派遣 

・庭木などの維持管理について、ボランティアの育成及び派遣のし

くみづくりを検討します。 

種子・花苗の配布、肥料の

供給 

・様々なイベント機会を活用し、配布機会の増加を図ります。 

剪定くずのリサイクル ・緑のリサイクル事業として実施を検討します。 

 

２-４-２ 緑地協定地区の増加 

地域ぐるみで市街地の緑を守り緑化を推進するため、生垣やフラワーポット設置などの緑化や樹

林の保全に関するルールを市民相互の合意によって締結する緑地協定地区の増加を図ります。また、

地区整備計画の中で緑地の保全や緑化についてもルールづくりを検討します。 

 

事  業 方  針 

緑地協定の推進 
・開発時の１人協定を推進するとともに、既存の住宅地における協

定締結を働きかけます。 

地区整備計画の策定 
・市民と行政が一体となり、既存林や大木の保全、生垣化や駐車場

などの緑化を盛り込んだ地区整備計画の策定を検討します。 
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２-４-３ 緑化地域指定の検討 

民有地の緑化を強力に推進する方策として、都市緑地法の改正により創設された緑化地域制度 

（都市緑地法第 34 条）の活用を検討します。 

 

事  業 方  針 

緑化地域指定の検討 

・一定以上の建築物の新築や増築を行う場合に、敷地面積の一定割

合以上の緑化を義務づける「緑化地域制度」について研究し、春

日市での適用可能性などを検討します。 
※緑化地域： 用途地域が定められた土地の区域のうち、良好な都市環境の形成に必要な緑地が不足し、建築物の敷地

内において緑化を推進する必要がある区域について、都市計画に定めることができる地域地区の一種。 

 緑化地域の都市計画には、建築物の緑化施設（植栽、花だんその他の緑化のための施設及び敷地内の

保全された樹木など）の面積の敷地面積に対する割合（緑化率）の最低限度を定める。 

 

２-４-４ 大規模建築物などの緑化指導の強化 

集合住宅や大規模商業施設などの新築、改築の機会をとらえて、敷地内における緑地の整備につ

いて指導を行うとともに、既存の建物についても生垣化やベランダの緑化を呼びかけます。 

 

事  業 方  針 

景観づくりのルールによ

る景観誘導 

・秩序ある景観を形成するため、「景観づくりのルール」の策定を促

進します。 

・「景観づくりのルール」の策定に当たっては、緑地の保全と緑化の

推進を重点項目として検討します。 

商業施設などの緑化促進 ・商業施設などへ敷地内の緑化を指導・要請します。 

 

２-４-５ 緑化モデル事業の推進 

市民、民間企業と行政が協働で進める地域の緑づくりを効率よく進めていくとともに、商業用地

などの緑化のモデルとするため、活動拠点を中心として緑化重点地区の指定を検討します。 

 

事  業 方  針 

緑化重点地区の指定 
・商業用地などのモデルとして、市の中心拠点（西鉄春日原駅周辺

等）の指定を検討します。 

 

 

 

 
■春日レイクタウン地区緑地協定  ■春日白水ヶ丘１丁目地区緑地協定 

 

  



67 

２－５ 緑化キャンペーンの展開 

２-５-１ 花いっぱい運動の展開 

市民に身近な緑化活動として、全市的な花いっぱい運動を展開します。 

 

事  業 方  針 

種子・花苗の配布（再掲） 
・さまざまな花いっぱい運動の機会をとらえて、主に花の種や苗を

配布します。 

花だんコンクールなどの

支援 

・花だんコンクールの実施やオープンガーデンの開催など市民主体

の取り組みへの支援を検討します。 

市民花だん設置（再掲） 
・地区における市民との協働による花だん・花園の設置を検討しま

す。 

フラワーポット設置 ・市民団体や企業の協力を得ながら検討します。 

花のまちづくり推進団体

（仮称）などの育成 

・地区における花いっぱい運動等を主体的に行う市民組織の育成を

促進・支援します。 

 

 

 

 

 

 
■昇町  ■須玖南  ■紅葉ヶ丘西 

 

２－６ 維持管理のしくみづくり 

２-６-１ 愛護会などの充実 

保全、整備した緑を維持するため、地域ぐるみで公園や樹林地などの維持管理を行う団体の結成

を進めます。 

 

事  業 方  針 

公園愛護会などの結成 

・平成 15年に「春日市公園愛護活動推進要綱」を制定し、現在、28

団体の公園愛護会が結成されています。今後も街区公園、児童遊

園に、公園愛護会などの結成を進めます。 

・地域の樹林地などについても愛護会などの結成を検討します。 

 

 

 

 

 

 
■公園愛護会の活動  ■公園愛護会の活動  ■公園愛護会の活動 
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 緑を活用する施策 

３－１ 自然との共生の空間づくり 

３-１-１ 市民が親しみやすい自然環境の整備 

 多様な生物の生息・生育空間（ビオトープ）を確保するとともに、市民が水や緑とふれあう親水空間と

なるよう、河川、ため池の水質の向上や護岸の再自然化、自然の緑を活かした整備を図ります。また、水

辺を活用した環境教育の場づくりについて検討します。 

 

事  業 方  針 

河川環境整備 
・河川改修維持管理の中で、多自然型護岸や親水護岸の整備が図ら

れるよう要請します。 

ため池環境整備 
・多自然型護岸や親水護岸の整備を検討します。 

・水に親しめる空間、環境学習の場としての整備を検討します。 

ため池周辺の公園化 
・ため池周辺の樹林地について、自然の緑を活かした整備を検討し

ます。 

 

 

 

 

■ため池環境整備（イメージ） 

 
■河川環境整備（イメージ）  ■ため池環境整備（上散田公園） 

 

 

 

 

■樹林地活用（イメージ）  ■四季のみち緑地 
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３-１-２ 歴史・文化遺産となる緑の活用 

須玖岡本遺跡、水城跡、日拝塚古墳など、春日市の貴重な歴史・文化遺産とともに守られてきた

緑について、市民がより親しみを持ち、市の歴史・文化を学ぶことのできる環境整備について検討

します。 

 

事  業 方  針 

自然と歴史の回遊軸の整

備活用 

・歴史・文化遺産を巡る回遊ルートを設定し、マップの配布や案内

サインの設置を検討します。 

コミュニティスクールと

の連携 

・コミュニティスクールと連携した歴史・文化教育、情報発信等を

検討します。 

 

３-１-３ 市民農園の継続 

地域の環境保全、景観形成、レクリエーション、食育の機能などの多面的機能を有する農地環境

を保全するとともに、農業に親しんでもらい、健康増進を図るために、市民農園の継続を図ります。 

 

事  業 方  針 

市民農園の継続 
・農地提供者への支援や管理運営のあり方について検討を進め、市

民農園の継続を図ります。 

 

 

 

 

 
■市民農園（昇町）  ■市民農園イメージ 
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３－２ 防災面における緑の活用 

３-２-１ 緑の適切な保全・管理による防災対策 

樹林地や水辺、街路樹等の緑は火災延焼防止機能や都市熱環境の改善、雨水の保水機能等、防災

上も多面的な機能を有するものです。そのため、防災の観点からも緑地の適切な保全・維持管理を

図ります。ため池については、雨水調整機能の活用や、ストック適正化、補強対策等、防災上適切

なあり方を検討します。 

また、併せて開発時の緩衝緑地等の確保や、住宅地の緑化の促進等により緑地の確保を図ります。 

事  業 方  針 

樹林地等自然環境の保

全・管理 
・樹林地等自然環境の保全・管理を推進します。 

ため池による雨水調整 
・ため池所有者と連携し、通常水位の調整などため池に雨水調整機

能を持たせる取組を検討します。 

ため池のストック適正化

（再掲） 

・防災上の課題、貯水機能、周辺景観、利水機能等の活用状況、所

有者の意向などを勘案しながら、各ため池の今後のあり方につい

て検討します。 

・各ため池の状況に応じて、ストックの適正化、保全管理体制の強

化、補強対策等の実施を検討します。 

街路樹の整備 

（再掲） 

・都市計画道路や駅前広場における街路樹の整備・緑化を図ります。 

・街路樹の現状を調査し、倒木のおそれや枯れ枝等、周辺環境に影

響が及ぶ場合は、必要に応じて撤去や樹種の植え替え等環境に配

慮した再整備を検討します。 

民有地緑化による雨水流

出抑制 

・開発時の緑地の確保や住宅の生垣化など民有地の緑化を促進する

ことで、雨水の保水性を確保するように努めます。 

 

３-２-２ 防災拠点としての公園の機能充実 

公園は災害時に一時避難場所や広域避難場所として利用される場所であり、近年全国的に頻発

化・甚大化する災害への対応に向けて重要な場所です。そのため、各公園の防災施設の整備を図り、

公園を災害時に活用することにより、地域の防災力の向上を図ります。 

 

事  業 方  針 

公園防災施設の整備 

・市民ニーズを把握しながら、必要に応じて災害時に活用可能な防

災ベンチ、非常用電源付き照明、防災あずまや等の防災施設の整

備を検討します。 

・防災施設の平常時活用（地域のイベント、防災訓練等）が可能な

管理体制等の構築を図ります。 

公園の災害時活用 

・一時避難場所や広域避難場所に指定されている公園について、災

害時の避難場所として活用するほか、状況に応じて臨時の避難施

設用地や応急仮設住宅用地等の応急活動のための活用を図りま

す。 
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３－３ 利活用しやすいパークマネジメント体制の構築 

３-３-１ 市民による公園利活用促進 

公園は市民に最も身近な緑であり、憩いやレクリエーション、コミュニティの場など多様な機能

を持っています。多世代による利用ニーズへの対応や、市民との協働による公園維持管理に向け、

自治会や公園愛護会などとの協働により、パークマネジメント体制の構築を図ります。 

また、総合公園における Park-PFI 制度の導入検討や、公園づくりワークショップの実施、利用マ

ナーの向上等により、利活用しやすい公園の整備を図ります。 

事  業 方  針 

パークマネジメント体制

の構築支援 

・多様なニーズに柔軟に対応できる地域独自の公園利用ルールや維

持管理の仕組み・体制づくりなどの支援を検討します。 

・パークマネジメントを検討・実施するモデル公園を選定し、市全

体への普及に向けた課題等の情報収集・展開を図ります。 

Park-PFI 制度活用検討

（再掲） 

・総合公園においては、Park-PFI制度の活用可能性を整理し、民間

の収益施設等を取り入れた整備を検討します。 

公園づくりワークショッ

プの実施（再掲） 

・街区公園などの新設や再整備においては、必要に応じてワークシ

ョップを行うなど市民の意見を取り入れ利活用しやすい整備を検

討します。 

利用マナーの向上 
・利用ルールについての市報・ホームページなどでの周知広報を積

極的に行い、その普及を図ります。 

 

 

■公園づくりワークショップ 
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３－４ 緑の活用に向けた情報発信やイベント開催 

３-４-１ 緑の広報活動の充実 

広報紙への定期的掲載やパンフレットの発行などにより、市内の公園やため池の状況、緑化技術

などの情報の提供を図り、緑を愛する心づくりを進めます。 

 

事  業 方  針 

緑の広報 

・緑に関する情報などを取り入れながら、定期的に市報やホームペ

ージへの掲載を検討します。 

・公園マップなどパンフレットの発行を検討します。 

花や緑の名所の周知 ・市内の桜並木など花や緑の名所についてその周知を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■日の出ふれあい公園   ■金口池公園 

 

３-４-２ 緑化イベント・運動の展開 

市民が緑に親しみ緑を考える機会を提供したり、地域ぐるみの緑のまちづくりの契機となるイベ

ントや運動を展開します。 

 

事  業 方  針 

緑の募金の実施 
・みどりの月間（４～５月）などに実施する緑の募金活動を通じて、

樹木や樹林の保全について啓発を進めます。 

緑の講座・教室の開催 ・緑の講座、教室の開催を検討します。 

花だんコンクールなどの

支援（再掲） 

・花だんコンクールの実施やオープンガーデンの開催など市民主体

の取り組みへの支援を検討します。 
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第７章 緑のまちづくりの実現  

１「かすがグリーン・リノベーション」の推進 
春日市緑の基本計画は、第 2 次計画の策定において基本方針に新たに緑を「活用する」視点を入れる

など、これまで守り・育まれてきた春日市の豊かな緑の質を向上させることを重視しています。 

一方で、緑の質の維持・向上のためには適切かつ持続的な管理が必要であり、その財源の確保を併せ

て検討する必要があります。 

そこで、春日市における「緑の質の向上」とその実現のための「財源の確保」に向けた取組を「かす

がグリーン・リノベーション（緑の総合的な質の向上）」として掲げ、本計画の実現に向け先導的に推進

していきます。 

     

「かすがグリーン・リノベーション」の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の質の向上 

取組アイディア（案） 

 

主な関連事業 

2-1-1 街区公園等の新設・配置計画の検討   2-1-3 ポケットスペースの設置 

2-4-5 緑化重点地区の指定             2-5-1 花いっぱい運動の展開 

 

 

財源の確保 

取組アイディア（案） 

 

主な関連事業 

2-1-1 都市緑地整備                    2-1-2 Park-PFI制度活用検討   

3-3-1 パークマネジメント体制の構築支援     

 

 

市民のニーズを反映した公園等
の整備・再整備・活用 

駅周辺など拠点における 
緑化や景観形成 

春日市の花（ユリ）、木（ナギ
ノキ）の普及運動の推進 

必要性の低い緑地や児童遊園の
土地の払下げ 

Park-PFI 制度の活用による
収益施設の利益活用 

公園の積極的な活用による
使用料・占用料の増収 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「かすがグリーン・リノベーション」の推進・実現に向けて、本計画に記載した各種施策・事業

だけでなく、様々な取組アイディアの検討を進めていきます。取組アイディアの検討の場として、

本計画策定中には、専門委員会・検討委員会での意見聴取や、庁内職員によるワークショップを行

い、以下のような取組アイディア（例）が挙げられました。 

「緑の質の向上」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）利用ニーズの高い遊具の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）公園等でのボール遊び許可の検討 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「緑の質の向上」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）公園等の土地の積極的な活用 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「緑の質の向上」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）特別緑地保全地区等の自然環境の有効活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）誰もが一緒に楽しめる遊び場づくり 
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（７）公園等で趣味を楽しめる場所の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「緑の質の向上」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）市民参加型の公園等の積極的な情報発信 
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（８）公園等の魅力的な遊び場の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）公園等を子ども達の体験学習の場所として活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）民間企業等と提携したイベントの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「緑の質の向上」に関する取組アイディア（例） 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「財源の確保」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）春日市オリジナル遊具等の開発・販売 

 

 

（２）公園ネーミングライツ（命名権）・スポンサーの募集 

 

 

※イメージ 

※イメージ 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「財源の確保」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）クラウドファンディングの実施 

 

 

（３）白水大池公園駐車場の有料化 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「財源の確保」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）バーベキューやキャンプの利用 

 

 

（６）伐採した枯木等を利用した薪の販売 
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「かすがグリーン・リノベーション」に向けた取組アイディアの検討 

「財源の確保」に関する取組アイディア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）公園等で採れたキノコ類やタケノコの販売 

 

 

（８）イベントを利用した寄付金の徴収 
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■市民・民間企業との連携 

■ホームページを活用したアイディアの募集 ■各公園の地元自治会や市民を対象とした 

ワークショップによるアイディアの募集 

「かすがグリーン・リノベーション」を推進するための市民・民間企業との連携 

「緑の質の向上」や「財源の確保」を実現するためには、市民・民間企業による緑の活用や保

全、寄付金の徴収など、緑に関わる機会の創出が重要です。 

 今後、取組アイディアを行う際の市民参加や、「かすがグリーン・リノベーション」を推進す

るために市民・民間企業からのアイディア募集の展開を検討し、行政・市民・民間企業が連携し

ながら「緑の質の向上」や「財源の確保」の実現を目指します。々な取組アイディアの検討を進

めます。取組アイディアの検討の場として、本計画策定中には、専門委員会・検討委員会での意

見聴取や、庁内職員によるワークショップを行い、以下のような取組アイディアが挙げられてい

ます。 

 

 

 

 

 

市民 

行政 民間企業 
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２ 緑のまちづくりの目標 
計画の基本理念・方針や各施策の推進状況を明らかにするため、緑を「守る」「育む」「活用する」の

各施策の視点から、目標値を設定します。なお、前回計画では、緑被率など「緑の量」を図る目標値を

主に設定していましたが、第 2 次計画の策定においては、整備済みの公園・緑地も含め老朽化への対応

や市民ニーズの変化への対応など、「緑の質の向上」を重視した目標値設定を行っています。 

 

 

 

将来目標１ 公共性の高い緑の維持 

市域のほとんどが宅地化されている春日市にとって、公園の緑やため池周辺の緑地、社寺林等のシン

ボルとなる樹木などの貴重な自然環境は、地域にうるおいをもたらしたり、歴史をつなぐ大切な要素で

す。今後もこれらの公共性の高い緑を次世代に継承していくため、公共性の高い緑の維持を目標とし、

緑を守る施策を推進します。 

 

目標値 

目標指標 現況(2020 年) 目標値（2040 年） 

① 公園と一体化利用及び生活用水
利用しているため池の保全 

7 箇所 7 箇所 

② 緑を守る地区の指定面積 

※特別緑地保全地区及び国指定史跡 
7.5ha 7.5ha 

③ 保存樹木本数 15 本 15 本以上 

 

 

 

将来目標２ 公園の整備・再整備の推進 

春日市は、近隣市（筑紫地区）に比べ市街地内の一人当たりの公園数が充実しています。一方で 20 年

後には、現存する 67 箇所の公園のうち約 40 箇所の公園が築 50 年を越えます。 

 これまで創り・育まれてきた緑（特に公園）の老朽化対策や市民ニーズの変化に対応することで、「緑

の質の向上」を図るために、公園の整備・再整備の推進を目標とします。 

 
目標値 

目標指標 現況(2020 年) 目標値（2040 年） 

① 都市計画公園供用面積 79.1ha 82.0ha 以上 

② 公園再整備件数 

※公園の利用形態が大きく変わる工事を行った場合を再整備と定義 
20 年間の累計 3 件 20 年間の累計 10 件以上 

「緑を守る」に係る目標 

「緑を育む」に係る目標 
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将来目標３ 公園等の活用推進 

公園は市民に最も身近な緑であり、憩いや休憩などの日常的な利用だけでなく、地域コミュニティの

場としてお祭り、スポーツ活動及び防災運動などの様々な活用が行われています。 

各地域の公園を核とした地域活動の振興や周辺のにぎわい形成を図るために、積極的な公園等の活用

推進に向けたマネジメント体制の構築や環境整備を行うことで、地域団体等による公園等の活用件数や

「かすがグリーン・リノベーション」における取組件数の増加を目標とします。 

 

目標値 

目標指標 現況(2020 年) 目標値（2040 年） 

① 公園等を活用したイベント開催件数 

※参加者 100 人以上のイベント 

54 件/年間 
※新型コロナウィルス感染症拡大

の影響で例年より少ない 

80 件以上/年間 

② 公園等の施設を活用した地域防災活動件数 1 件/年間 3 件以上/年間 

③ 公園等の利活用に向けた民間活力の導入件数 

※Park-PFI 制度等の導入件数 
0 件/20 年間 最低 1 件/20 年間 

④ 「かすがグリーン・リノベーション」における

「緑の質の向上」の取組件数 
0 件/20 年間 8 件以上/20 年間 

⑤ 「かすがグリーン・リノベーション」における

「財源の確保」の取組件数 
0 件/20 年間 8 件以上/20 年間 

 

 

 

将来目標４ 緑に対する市民満足度の向上 

春日市は、多くの公園やため池とその周辺の緑地など市民に身近な緑が数多く点在していることから

「緑豊かな都市」のイメージをもたれています。そのため、約６割（59.0%）の市民が緑に対して「満足」

または「やや満足」とアンケートで回答しており、満足度は高い状況です。 

 今後は、行政・市民・民間企業が協働で「緑の質の向上」を目指した「かすがグリーン・リノベーシ

ョン」の取組を推進するため、緑に対する市民満足度の向上を目標とします。 

 

目標値 

目標指標 現況(2020 年) 目標値（2040 年） 

① 緑に対する市民満足度の向上 

※アンケート調査における 

緑に対する「満足」＋「やや満足」の回答割合 

59.0% 65.0％以上 

「緑を活用する」に係る目標 

全体目標 
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参考資料  

 第２次春日市緑の基本計画 策定の経緯 

１－１ 専門委員会 

専門委員会は、策定に必要な事項を検討し、策定の各段階において指導及び助言をもらうための、市

の外部会議です。学識経験者と市民（８人）で組織し、計９回開催しました。 

 

①委員名簿 

番号 氏 名 備 考 

１ 柴田 久 
（委員長）学識経験者 

福岡大学工学部社会デザイン工学科景観まちづくり研究室 教授 

２ 萩島 理 
（副委員長）学識経験者 

九州大学大学院総合理工学研究院 教授 

３ 長谷川 直樹 
学識経験者 

近畿大学産業理工学部経営ビジネス学科都市マネジメント研究室 准教授 

４ 井上 敏行 
実務経験者 

福岡県宅地建物取引業協会筑紫支部 常任幹事 住環境整備委員長 

５ 吉岡 統三 実務経験者 春日市商工会 会長 

６ 秋枝 惠美 市民 春日市自治会連合会会長 

７ 大久保 聡 市民 春日まちづくり支援センター・ぶどうの庭事務局長 

８ 中西 洋子 市民 公募市民 

 

②開催経緯 

開催日 内容 

第１回 令和元年 11月 28日 計画の目的・策定ポイント 

第２回 令和 2年 2月 14日 
春日市の緑に関わる現況整理（現況データ・アンケート） 

緑のまちづくりの課題 

第３回 令和 2年 7月 10日 基本理念・方針 

第４回 令和 2年 8月 27日 系統別緑の配置方針 

第５回 令和 2年 10月 29日 施策と事業方針 

第６回 令和 3年 1月 14日 緑のまちづくりの実現 

第７回 令和 3年 4月 15日 緑のまちづくりの実現（２回目） 

第８回 令和 3年 6月 4日 計画のとりまとめ 

第９回 令和 3年 8月 5日 パブリックコメントの内容確認 
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１－２ 検討委員会 

検討委員会は、策定に必要な事項を検討し、関連計画、関連事業又は関連制度との調整を行うととも

に、必要な情報を共有化するための、市の内部会議です。都市整備部長を委員長として、関連課長で組

織しています。また、要所となる会においては、市長・副市長も招集し、計７回開催しました。 

 

開催経緯 

開催日 内容 

第１回 令和 2年 6月 30日 

計画の目的・策定ポイント 

春日市の緑に関わる現況整理（現況データ・アンケート） 

緑のまちづくりの課題 

第２回 令和 2年 8月 7日 基本理念・方針 

第３回 令和 2年 10月 8日 系統別緑の配置方針、施策と事業方針 

第４回 令和 2年 11月 27日 緑のまちづくり方針 

第５回 令和 3年 2月 19日 緑のまちづくりの実現 

第６回 令和 3年 4月 27日 緑のまちづくりの実現（２回目） 

第７回 令和 3年 5月 28日 計画のとりまとめ 

 

 

１－３ 市民意向の把握 

計画の策定にあたっては、市民や事業者の意見を反映させるため、専門委員会の開催以外に、市民ア

ンケート調査や関係者ヒアリング調査の実施、パブリックコメントを行いました。 

 

実施事項 

・市民アンケート調査（令和元年 12月実施 市民 2,000名対象） 

・関係者ヒアリング調査（令和元年 12月実施 まちづくり関係者６名対象） 

・パブリックコメント（令和３年７月実施） 
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 用語解説 
 

あ行 

駅前広場 

鉄道とバス、タクシー、乗用車などの交通

機関を結ぶ結節点として鉄道駅前に設置さ

れる広場。 

オープンス

ペース 

公園、広場、河川、山林、農地、社寺境内

など建物に覆われていない土地の総称。 

か行 

街区公園 

都市公園法に定める、主として街区内に居

住する者の利用に使用することを目的とす

る公園（誘致距離 250m、標準面積 0.25ha）。 

開発許可制

度 

都市計画法に基づき、一定規模以上の開発

行為に対し知事の許可を得るしくみ。 

開発行為 
建築物の建築または特定工作物の建設に使

用する目的で行う土地の区画形質の変更。 

環境基本計

画 

環境基本法に基づき、環境への負荷の少な

い循環を基調とする経済社会システムの構

築、人間と多様な自然・生物の共生、これ

らを実現する人々の環境保全の行動への参

加及び国際的取り組みについて、施策や手

法を定めたもの。 

環境教育・

環境学習 

人間と環境との関わりを理解し、環境に配

慮した生活、行動が必要であるという意識

を広げていくための、学校、家庭、企業な

どを通じて行う教育・学習。 

キャンペー

ン 

社会的な目的のために、組織的・継続的に

行われる宣伝・啓蒙活動。 

近隣公園 

都市公園法に定める、主として近隣に居住

する者の利用に供することを目的とする公

園（誘致距離 500m、標準面積 2.0ha）。 

グリーンイ

ンフラ 

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフ

ト両面において、自然環境が有する多様な

機能（生物の生息の場の提供、良好な景観

形成、気温上昇の抑制等）を活用し、持続

可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを

進めるもの。 

グリーン・

リノベーシ

ョン 

「リノベーション」は刷新・改善すること。

ここでは「グリーン・リノベーション」と

して、公園等の再整備とその財源の確保に

よる春日市の「緑の総合的な質の向上」を

目指すもの。 

建築協定 

建築基準法に基づき、一定の区域の土地所

有者など全員の合意により、建築物の敷地

や用途、意匠、セットバック、生垣化など

に関する協定を市長の許可を受けて締結す

る制度。 

公園愛護会 

春日市公園愛護活動推進要綱に基づき、地

域住民による身近な公園の管理の一部を行

う活動団体。 

公開空地 

広義にはオープンスペースと同様である

が、狭義には建築基準法第 59条の 2に規定

された総合設計による建築物の敷地内の空

地などのうち、歩行者が日常自由に通行ま

たは利用することができる部分をいう。 

コミュニテ

ィ 

地域社会、共同体のこと。共同生活が行わ

れる一定の地域、及びそこに住む人々。 

コミュニテ

ィ・スクー

ル 

学校の運営に市民の声を活かすとともに、

学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任

を果たしながら、共育（共に育てる）を進

める新しい仕組みのこと。学校運営協議会

制度。春日市の小中学校は H22.4 からすべ

ての小中学校がコミュニティ・スクールに

なっている。 

コミュニテ

ィ道路 

市民活動の安全と快適性を確保するため、

既存の道路について通過交通の侵入を制限

し、歩道部分を広くとったもの。 

さ行 

市街化区域 

都市計画法第 7 条に基づいて、すでに市街

地を形成している区域及び概ね 10 年以内

に優先的かつ計画的に市街化を図るべき区

域。 

市街化調整

区域 

都市計画法第 7 条に基づいて、公共施設の

効率的な整備と無秩序な市街化の防止を図

るため、当分の間市街化を抑制する区域。 

史跡 

一般的には歴史的事件のあったところ。文

化財保護法では、貝塚、古墳、都城跡、旧

宅その他の歴史、学術上価値の高い環境を

保全するため指定する地区。国、県指定が

ある。 

児童遊園 

児童の健康の増進と豊かな情操を養うた

め、地方自治法第 244 条の 2 に基づいて、

春日市公の施設の設置及び管理に関する条

例に定める面積 1,000㎡未満の遊び場。 

市民農園 

自然とのふれあいを求める市民に対し、レ

クリエーション活動として野菜類などの栽

培を行えるよう、農地を一定区画に区分し、

一定期間貸付ける農園。 

市民緑地 

民有地の緑地の保全及び利用の推進を図る

ため、都市緑地法に基づき、地方公共団体

などが土地所有者からの申し出により契約

を締結し、市民が利用する緑地として設置、

管理するもの。 

住区基幹公

園 

市民の安全で快適かつ健康的な生活環境及

びレクリエーション、休養のためのスペー

スを確保し、身近な利用に供するため、近

隣住区を単位として設けられる基幹的な公

園で、街区公園、近隣公園、地区公園の種

類がある。 

親水公園・

親水緑道 

水と親しむことを主目的とした公園や遊歩

道。 

親水護岸 

河川やため池などの護岸で、治水目的だけ

でなく水にふれ親しむことができるように

配慮がなされたもの。 

シンボル 
象徴のこと。抽象的な事柄を具体的に表し

たもの。 
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ストック 

「在庫」の意味。ここでは、市街地におい

て既に整備された公園・道路等の都市基盤

や、公共施設・住宅等の建築物を指す。 

総合計画 市町村の基本構想及び基本計画。 

総合公園 

市民全般の休息、観賞、散歩、遊戯、運動

など、総合的な利用に使用することを目的

とする公園（標準面積 10～50ha）。 

総合設計制

度 

一定規模以上の敷地面積を有し、一定割合

以上の公開空地を伴った優良な建築物に対

して、建築基準法の形態規制の一部を緩和

することができる制度。 

造成のり面 
開発における切り取り、盛土などの造成工

事で生まれた人工的な傾斜面。 

た行 

多自然型護

岸 

生物の生育環境に配慮し、併せて美しい自

然景観を保全、創出するために整備された

護岸。 

溜池保全地

区 

春日市溜池保全条例に基づき指定する地

区。満水面積 1,000 ㎡以上で、満水面界か

ら水平距離 10m の範囲で特に良好な自然環

境を形成しているものを指定する。地区内

の土地の開発や造成などの行為は市長の許

可が必要。植生の保全や緑化に助成がある。 

地区計画 

都市計画法第 12条の 5に基づいて、比較的

小さい地区について秩序ある街並みを創り

出すことを目的にきめ細かなルールを定め

る制度。 

中枢都市 
第 4 次全国総合開発計画において構想され

た地方中枢都市圏ブロックの中心都市。 

長寿命化 

橋の架け替え、住宅の建替えなどや大規模

な補修が必要となる前に、定期的な点検を

行い、早期に損傷を発見し、施設の予防的

な修繕などの延命化措置（予防措置）を行

うことにより、大きな事故の発生などを防

ぐとともに、建設から維持管理、廃棄まで

に要する費用を抑えること。 

天然記念物 

学術上価値が高く、自然界の貴重な記念物

として、文化財保護法によって保護されて

いる動物、植物、地質鉱物。 

特殊公園 

都市公園法に定める、優れた自然環境や歴

史・文化資産を公開したり、植物とのふれ

あいや学習機能を目的とする公園。 

特別緑地保

全地区 

良好な自然環境を形成している緑地を現状

凍結的に保全するため、都市緑地法に基づ

き指定する地区。都市計画法第 8 条に基づ

く地域地区の 1つ。 

都市基幹公

園 

主として一つの市町村の区域内に居住する

者の安全で快適かつ健康的な生活環境及び

レクリエーション、休養のためのスペース

を確保するために、都市を単位として設け

られる基幹的な公園。総合公園、運動公園

の種類がある。 

都市計画区

域 

都市計画法第 5 条に基づいて、都市計画法

その他の関係法令の適用を受け入れるべき

土地の範囲。春日市は、全域が福岡広域都

市計画区域に含まれる。 

都市計画道

路 

都市計画法第 11 条に基づく都市施設の一

つとして定められる道路。 

都市計画マ

スタープラ

ン 

都市計画法第 18条の 2に基づき定める、市

町村の都市計画に関する基本的な方針。市

民の価値観の多様化に対応した、個性的で

快適なまちづくりを進めるため、市民に最

も身近な自治体である市が市民の合意形成

を図りつつ、まちづくりのビジョンを具体

的に示し、あるべき市街地像や整備課題、

諸施設の計画などをきめ細かく定めた計

画。 

都市公園 

都市公園法第 2 条に規定する、国及び地方

公共団体が都市計画施設として設置する公

園緑地、地方公共団体が都市計画区域内に

設置する公園緑地、及び国営公園のこと。 

都市緑地 

都市公園法に定める、都市の自然環境の保

全や改善、都市景観の向上を図るために設

置する緑地や歩行者の安全を確保するため

に設ける緑道。 

都市緑地法 

良好な自然環境を積極的に保全するための

施策として「緑地保全地区」の制度や、植

栽などによる市街地の緑化を推進する「緑

地協定」の制度を設け、良好な都市環境の

形成を図ることを目的として制定された法

律。 

土地区画整

理事業 

宅地の利用促進のため、土地区画整理法に

基づいて土地の区画形質の変更及び公共施

設の新設又は変更を行う事業。 

トラスト運

動 

無秩序な開発や都市化の波から自然環境を

守り、歴史的環境の破壊を防ぐため、市民

から寄付を募って保全していこうとする運

動。 

な行  

ニーズ 要求、要請、必要度。 

ネットワー

ク 

ここでは、点が線でつながれて網のように

なった様子。 

は行 

パブリック

コメント 

行政が政策や制度、計画などを決定する際

に、市民の意見を聞いて、それを考慮しな

がら最終決定を行う仕組みのこと。 

パーク・マ

ネジメント 

公園を行政が主導となって維持管理する従

来の事業手法から転換し、市民・NPO・企業

と連携しながら市民の視点にたって整備・

管理・運営していくもの。 

Park-PFI

（パーク・

ピーエフア

イ） 

飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上

に資する公募対象公園施設の設置と、当該

施設から生ずる収益を活用してその周辺の

園路、広場等の一般の公園利用者が利用で

きる特定公園施設の整備・改修等を一体的

に行う者を、公募により選定する制度であ

り、都市公園に民間の優良な投資を誘導し、

公園管理者の財政負担を軽減しつつ、都市

公園の質の向上、公園利用者の利便の向上

を図る新たな整備・管理手法。 
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ビオトープ 

野生の生物群衆が生存できるような、特定

の環境条件を備えた均質なある限られた地

域のことで、単に植物があるだけの緑とは

異なり、特定の生物が生息していくことが

できるような生態学的に見ても良好な環境

の空間。 

風致公園 

都市公園法に定める特殊公園の一つで、樹

林地、水辺地などの風致の優れた場所に指

定されるもの。 

フラワーポ

ット 

公園や街路の歩道、住宅の庭などの人工的

な空間に花と緑を導入する目的で設置され

る鉢。 

防災重点た

め池 

決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設

等が存在し、人的被害を与えるおそれのあ

るため池。 

ポケットス

ペース 

建物の後退や敷地内の開放により生まれ

た、公園や広場、緑地機能を持つ、まち中

の小さな空間。 

ホームペー

ジ 

インターネット（大学、企業、個人などの

コンピュータを使って電話回線や専用線で

相互に接続した大規模な情報ネットワー

ク）を利用するため、各種情報やリンク（関

連情報のジャンプ先所在地）などを掲載し

たページ状の画面。 

ボランティ

ア 

生活改善、環境保全、福祉、文化、まちづ

くりなどのさまざまな分野で、自発的に無

報酬で奉仕活動をする人々またはその行

為。 

保存樹木・

保存樹林 

大木や名木を保存していくため、都市の美

観風致を維持するための樹木及び樹林の保

存に関する法律に基づき指定する樹木及び

樹林。 

ま行 

マップ 地図。地図や各種情報を掲載した冊子。 

マナー 態度、様子。行儀、作法。 

水と緑のオ

アシスロー

ド整備 

市民が水辺や緑に親しみ、散策できるよう、

市の東部から南西部に点在するため池と白

水大池公園や春日公園、諸岡川を結ぶ散策

路を整備する事業。 

緑の募金 

森林や樹木の保全、身近な緑化、緑に対す

る意識啓発のため、（財）福岡県水源の森

基金を中心に行う募金活動及び緑化運動。 

民俗文化財 

文化財保護法で指定する、国民の生活の推

移の理解のために欠くことのできない、風

俗慣習や民俗芸能など。 

名勝 

文化財保護法で指定する、芸術上、鑑賞上

価値の高い庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳

その他の土地。 

諸岡川親水

緑道整備事

業 

市民が健康で快適に暮らし.自然と親しみ

安らげるよう、白水大池公園から日の出ふ

れあい公園にいたる約 4.5km の諸岡川河畔

を遊歩道として整備する事業。 

や行 

有形文化財 

文化財保護法で指定する、歴史上・学術上

価値の高い建造物、絵画、彫刻、工芸品、

書籍、典籍、古文書、考古資料、歴史資料

その他のもの。 

優良建築物

等整備事業 

2 人以上の地権者の共同事業など一定の要

件を満たし、建築協定や地区協定などに基

づき景観形成に配慮した建築物の建築につ

いて補助を行う事業。 

擁壁 

盛土や切土などの造成した斜面の土を支え

る構造物。コンクリートや石積、木さく、

鋼矢板などでつくられる。 

ら行 

リサイクル 

資源を有限なものととらえ、家庭ごみや産

業廃棄物の再使用、再利用、再生利用を図

ること。 

リニューア

ル 
再生すること。再整備。 

緑地協定 
市街地の良好な環境を確保するために、土

地所有者が締結する緑化に関する協定。 

緑地保全林

地区 

良好な自然環境を形成している緑地を保全

するため、春日市緑化推進等に関する条例

に基づき一定期間指定する地区。 

緑被率 

特定区域に占める緑接地の割合。緑接地は、

樹林地、草地・農耕地・水辺地及び公園緑

地など、植物で被覆された土地、もしくは

植物で被覆されていなくても自然的環境の

状態にある土地のこと。 

緑化重点地

区 

緑の基本計画が目指すものをモデル的に具

体化して緑化を進め、他地区への波及を図

る事業、及びその地区。 

緑化地域指

定 

緑が不足している市街地などにおいて、敷

地面積が一定規模以上の建築物の新築や増

築を行う場合に、敷地面積の一定割合以上

の緑化を義務づける制度。（都市緑地法第

34条に基づき、都市計画に定める制度）。 

緑化率 
特定敷地の全面積に対する緑化面積の割

合。 

わ行 

ワークショ

ップ 

遊びやゲームの感覚を取り入れ、グループ

作業で多様な意見を積極的に交換しながら

総意を醸成していく市民参加の手法。 

  

 

 


